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い な げ

昭和５６年（１９８１年）９月。東京歯科大学千葉校舎が開校して３０年余，現在は，水道橋への移転に向け新
校舎の建設が進んでおり，今，新たな母校の歴史が始まろうとしています。

そして，想い出がつまった千葉校舎に愛着の思いがあることも確かなこと。今号より数回にわたり，大
学広報を担当されている橋本貞充先生が，この素晴らしい校舎の記録を後世に残したいと撮りためた写真
とともに，想いをめぐらせていただけたらと思います。 （昭和５６年卒業 橋本貞充 写真

広報部 佐々木葉子 記）

ガラス張りの講堂に映る風景。
入学式の時には，こんな風景を見る余裕はなかったか
な。

誰もが，必ず一度は座ったことのある，厚生棟前の広場
のベンチ。いろんなひとが色んなことを話した，想い出
がしみ込んでる…。

４月 教養棟脇の桜。
新入生のドキドキが伝わってくるような，雨のしずくに
濡れた薄桃色。

基礎棟１階ラウンジのバルコニー。
講義の間のホッとするひととき…。
大好きな欅の鮮やかな緑。

教養棟側の入口から。
講義が始まる…！ 走れ，走れ‼…
第１教室まで，遠かったなぁ。



卒業式にあわせるかのように咲き誇る，満開の河津ざくら。でも，この日は，桜より卒業生たちの笑顔の方が，輝いてい
たっけ。

管理棟２階 会議室前。
学位論文審査の時の最高に緊張した空間。
写真に撮ると，こんなにオシャレだったん
だ…。

教養棟２階の教室。
１２２期１年 B 組のみんな。後期試験前の最後の授業。
もう，この教室に，先生の声が響くことはありません。

これ，どこだかわかるかな…？
くぼんだガラスブロックの向こうに見える，緑の
並木。

い な げ



表題の英会話は当診療所の前で
外国からの旅行者からの質問であ
る。小金井公園内にある「江戸東
京たてもの園」が国際的な観光ス
ポットになったことを示してい
る。今回の「ふるさと自慢」は東
京武蔵野の小金井市と小平市の市
境にあり公園内に江戸東京たても
の園を併設する都立小金井公園に
ついて紹介する。

小金井公園は昭和２９年に開園し
た広さ７９９，１２７m２の都立公園であ
る。隣接する小金井カントリーク
ラブとあわせて広大な緑をなして
いる。公園内はテニスコート１６
面，野球場１面，サイクリング専
用ロード，そりゲレンデ，バーベ
キュー広場などあるが，まず江戸

東京たてもの園について書く。
江戸東京たてもの園のエリアは

有料となっており５００円の入園料
がかかる。東京近郊の明治，大
正，昭和の建物が３０棟ほど移築さ
れており当時の模様が再現されて

いる。移築建築物のなかには万世
橋交番（万世橋交差点），丸二商店
荒物屋（神田神保町３丁目），武
井三省堂文具店神田須田町１丁
目），花市生花店（神田淡路町１
丁目），など東京歯科大学のすぐ

ふるさと自慢 ～私のお気に入り～

Where is Edo Tokyo Architectural Museum？
武蔵野の自然が残る小金井公園

北 多 摩

江戸東京たてもの園



近くに建っていた建築物もある。
昭和前半に水道橋で学生生活をお
くられた大先輩の中には見られた
記憶がある方もいらっしゃるかも
しれない。それぞれの移築建築物
内は入ることができ備品やはり
紙，値段表，ポスターなどきちん
と整備され当時の物価や様子がよ

くわかる。
次に上記以外の小金井公園の魅

力について書く。子供が小さかっ
た頃はそりゲレンデでよく遊ばせ
た。そりは貸し出しもあるが自前
で持っていくと並ばなくてすむ。
１，５００m２で斜度が１７度の人工芝の
ゲレンデは，かなりスピードがで

る。また，毎週日曜日にフリー
マーケットが開催され何度か出展
した。小さくなった子供服，型が
古くなり診療室で出さなくなった
歯ブラシ，サンプルに歯科材料屋
が持ってきたが患者用には出す気
のない歯ブラシや歯間ブラシ，歯
磨剤などよく売れた。２月には

花市生花店武井三省堂文具店

万世橋交番 丸二商店荒物屋

ふるさと自慢



１００本の梅林が花をさかせる。４
月には１，７００本の桜が咲き，お花
見で大変な人出となる。期間中は
桜がライトアップされ夜桜見物も
可能である。

最後に公園周辺のグルメスポッ
トを紹介する。“オーブンミトン”
NHK「今日の料理」の講師で有名
なパティシエ小島ルミさんのお店
である。評判のシュークリームは
２６０円という良心的な価格設定で
すぐ売り切れる。ご主人はシェフ

で，同店にてキッシュなども食べ
られるが，ほとんどの客はケーキ
のテイクアウトのみである。
“ウッドストック”みのもんたの
「愛の貧乏脱出大作戦」で巨匠（だ
め料理人に教える側）として出演
した方の炭火ハンバーグのお店で
ある。牛１００％ハンバーグは中が
まだ赤い生のままで提供される。
切ると熱々の透明な肉汁が出るハ
ンバーグを想像すると期待を裏切
られる。“同心居”，元々野菜卸を
されていた関係で地元産の新鮮な

野菜を仕入れることができる。そ
の野菜のおいしさを卓越した中華
のテクニックで料理にとじ込め提
供してくれる。毎年妻の誕生日に
中華オードブルをテイクアウトす
るが，覚えていてくれ杏仁豆腐を
サービスしてくれる。

以上小金井公園とその周辺につ
いて紹介した。小金井カントリー
クラブのゴルフ帰り，府中運転免
許試験場の免許更新帰りでも立ち
寄っていただきたい。

（昭和６０年卒 宇梶常幸）

評判のシュークリーム

牛１００％炭火ハンバーグ 新鮮野菜で作られた中華料理

満開の梅林 満開の桜

ふるさと自慢



今回の「会員往来」では，横浜鶴見支部の大先輩，平 光雄先生をご紹介させて頂きたいと思います。
先生は，本年９月で満９７歳。現在も週に数回は白衣に袖を通し，臨床に従事される現役歯科医である

たんすい

とともに，沖縄古典音楽「湛水流」の第１２代伝承者として同流沖縄県無形文化財保持者であり沖縄県文
化功労者にも認定されるなど沖縄古典音楽の継承と発展に力を注いでおられる当支部自慢の先輩です。

先生の活躍されている沖縄古典音楽の一端をお楽しみ下さい。 （横浜鶴見支部 宇佐美貴弘）

１．はじめに
東歯在学中は管絃楽部で部活を

行い，ヴァイオリンを担当してお
りました。

東歯の管絃楽部は，当時慶応大
学の「ワグネルソサエティ」と，
同医学部管絃楽部の応援のお陰
で，毎年盛大な音楽会を催すこと
が出来ました。

私の最高学年４年生（昭１４）の
秋の演奏会は信濃町の日本青年会

たまき

館で，オペラで有名な三浦 環女
史に私達の伴奏で，歌劇「マダ
ム・バタフライ」の一幕を歌って

もらう程の充実振りでした。
東歯時代の音楽部での理論勉強

で鍛えられたお陰で，後年沖縄の
郷土芸能（三線古典音楽と舞踊）
研究と歯科医業との二足の草鞋を
穿くようになりました。

今回東歯同窓会会報「会員往
来」の要請で沖縄の芸能，特に私

たんすい

が１２代伝承者になっている「湛水
流」等について琉球の古典音楽を
御紹介いたします。
２．琉球の古典芸能史

１）先史時代（原始時代）
２）古琉球（古代沖縄）

会 員 往 来

琉球の古典音楽

平 光 雄（昭和１５年卒）

東歯管絃楽部 三浦 環女史との公演記念（最後列右端は筆者）



３）近世琉球（島津の琉球侵略）
４）近代沖縄
５）戦後沖縄
先史時代は今から数万年前か

ら，１２世紀までに及ぶ長い期間。
古琉球は１２世紀頃から，島津の

琉球侵略（１６０９）までの約５００年
間。

近世琉球は島津の琉球占領期間
（１６０９～１８７９）の２７０年間。

それ以後が近代沖縄，戦後沖縄
になります。

先史時代日本文化の系統に属す
る文化をもった人々が，海に囲ま
れた南の琉球列島に住みついた
が，その後彼等は長い先史時代を
経て，やがて古琉球の時代には，
日本社会の枠外に独自の国家（琉
球王国）を持つ程のユニークな歴
史を営みました。

そういう個性を持つ地域が，島
津の琉球侵略事件，明治政府の琉
球処分という２つの事件を契機
に，日本社会の一員として段階的
に編成されることになりました。
３．古琉球の芸能

古琉球の時代には，２１世紀の今
日でも沖縄古典音楽中，芸術的に
最高の価値があると評価されてい
る大昔節と称する五曲が既に存在
していました。

その発生についての記録はな
く，後世琉球音楽の楽聖といわれ

ふ えつ

る人達もこれに改革の斧鉞（お
の，まさかりでふえつ）を加え
ず，今日まで昔のままに温存され
ております。琉球芸能研究の巨匠

せいひん

山内盛彬（１８９０～１９８６）は，大昔
節五曲は平家楽であると明言して
います。

古琉球時代に平家楽が琉球にあ
り得たという問題に少しふれてみ

ましょう。
九条家の始祖で凡そ８６０年前の

藤原兼実という人の公卿日記「玉
葉」の文治３年３月１９日の所に次
のように記してあります。

「壇の浦の合戦後，平家は讃岐
の八島に帰り住んでいる。その勢
３，０００騎ばかり…。

又維盛卿３０艘ばかり率いて南海
を指して去っていった…」と明記
してあります。

壇の浦敗戦は１１８５年，文治３年
は１１８７年で，当時の軍船（清盛が
力を入れて造らせた唐船の乗組員
は１００名以上でありました。３，０００
騎の将兵が一族郎党を挙げて３０艘
で落ちのびたわけで，総勢は男女
合せて莫大な数であったろうと想
像されます。

源氏の総大将義経が鎌倉に送っ
た戦後報告に，「但し旧主（安徳
天皇をさす）の御事は分明なら
ず」と書いてあります。

しで

幣原 坦の著書「南島沿革史
論」には，九州西海岸から沖縄南
端の与那国島に至る島々に，平家
の口碑，伝説及び遺跡が残ってい
ることが述べられています。私が

やんばる もと ぶ

生れ育った沖縄山原の本部半島に
は，嵐山，音羽山，そのふもとを
流れる大井川（万葉に詠まれた大
井川は京都の嵐山の桂川のこと）
の名が現存して，平家来島を偲ば
せております。

島津統治時代沖縄の歴史も書き
かえられて，琉球初代の王は，伊
豆を逃れた源 為朝が琉球に流れ
着き，その子が長じて琉球初代の
王の「舜天」であることになって
います。

島津治世の２７０年の間に，平家
来島の痕跡が沖縄本島からは殆ど

消滅させられたと考えられます。
古琉球時代の大昔節が，完全な

形で現存するという現実は平家来
島の動かざる証拠であります。

古琉球の時代，中国から三絃楽
器（さんしん）が入り，後世音楽
の神と称えられる「アカインク」
（阿嘉は姓，インクは愛称）は，
大昔節を頂点として，自らは昔節
（琉球で発生，之も５曲で大曲）

ちくてん

の作田節を作曲し，現存の歌曲や
各地の民謡を三線にのせる等高度
の芸術音楽に改革して，尚真王代
（１４７７～１５２６）に琉球文化の黄金
時代をもたらしました。

島津の圧政と重税でその黄金文
化も衰微の一途を辿り，古楽も滅
亡の危機に瀕した。これを憂いて

たんすい

古楽を集大成したのが湛水親方
（幸地賢忠）であります。湛水親
方は古楽を「湛水流」と称して伝

たまぐすくちょうくん

えたが，四代目の劇聖玉 城 朝 薫
もんがく

の時代に聞覚流と二派に分れた。
聞覚流は島津治世下，優れた日本

とう

の謡曲等を吸収して，当流（野村
あ ふ そ

流，安富祖流の二派の名称）に発
展して今日に至っています。

本流の湛水流は朝薫時代に全盛
を極めたが，朝薫後は進歩した当
流に押されて衰退の道を辿り，琉

たい

球王朝最後の尚 泰王の時は，湛
水流奏者は第９代伝承者名護良保

（１８０８～１８７７）一人になりました。
古典音楽当流の教本は上・中・

下・続巻の４冊からなり，古来暗
記を伴う古典音楽の修得は一大難
事であり，その外に湛水流までと
いう人は中々出て参りません。

せい き

従って１０代山内盛熹は孫盛彬に，
１１代盛彬は平 光雄に伝承しまし
た。私も後継者を極力探しました
が，前記と全く同じ理由で見つけ

会 員 往 来



ることが出来ませんでした。万策
つきて私淑する琉球音楽の元老格

そ けい つよし

の祖慶 剛先生（故人）に御協力
をお願いしました。先生の御協力
が得られ，そのお弟子さん全員が
湛水流を修得することになり，沖
縄に「湛水流伝統保存会」も設立
することが出来ました。昨年（平
成２４）は，東京の江戸博物館ホー
ルで創立３０周年記念公演と，私の

辰年９７歳祝いを催すことが出来ま
した。

湛水派４代の時，分派した聞覚
流は，島津統治時代，日本の発達
した音楽を取り入れて，当流

あ ふ そ

（野村流と安富祖流）となり，沖
縄古典音楽の本流として，現在隆
盛を極めております。

私は自分の研究発表機関の琉線
会で，大昔節については，比叡山

つく ま そんのう

の高僧即真尊王大僧正，昔節につ
いては宮内庁楽部の東儀 博副楽
長（当時）と謡曲の観世流中山玲陽
師等とのコラボレーションを実現
して琉楽界から高評をいただきま
した。かくして純粋の琉球古楽の
湛水流と，日本音楽の影響をうけ
た当流が両立して発展することを
念じて筆を擱く事にします。

声明。即真尊王大僧正外と琉球古楽大昔節とのコラボ
（後列中央即真大僧正，前列左端は筆者，２人目人間国宝島袋正雄師）

雅楽。宮内庁楽部東儀 博副楽長外と琉球古楽昔節とのコラボ
（三線正面雛壇左から４人目筆者。雅楽上座右から３人目東儀 博副楽長）

会 員 往 来



矢﨑執行部が動き出し，すでに１年が経過しまし
た。前大山執行部の同窓会改革路線を継承し，さら
に一層の改革が進められております。矢﨑会長の掲
げた２４年度年頭の会務執行の重点項目として，「同
窓会改革の推進と発展」を挙げておられますが，そ
の成果が次第に実際の形として現れて参りました。

昨年の評議員会は，評議員の数が１２８名から７８名
に削減されたため，前回に比べかなりスリムなもの
となりました。これは，これまで評議員が支部単位
で選出されてきたものを，各地域支部連合会単位の
選出とし，またクラス代表の評議員を見合わせたこ
とによります。

本部と支部および支部連合会の連携を強化するた
め，地域支部連合会が支部と本部のパイプ役として
明確に位置付けることになりました。ただ，現状で
は地域支部連合会の機能に地域差があり，経過措置
として各県最低１名の評議員が確保されています。

クラス代表の評議員を見合わせたことについて
は，今後検討することが前提になっておりますが，
若手会員の意見をくみ上げる代替策として学年代表
者会を開催し，その効果を検証しているところであ
ります。地域選出の評議員は比較的高い年齢の世代
に集中することから，学年代表者会は幅広い年代層
の意見を聞く場として，今後少なからず役割を果た
すものと思われます。

このような事情を背景に，２３年から数えて２年を

目途に経過措置の見直しが行われます。具体的には
今年の評議員会で協議されることになりますが，そ
れまでの間に各支部での議論を深めるようお願い致
します。

毎年，評議員会に引き続いて総会が行われます。
総会は会員が発言出来るもっとも上に立つ会議とし
て，また会則の変更，決算および資産の状況を議決
する場として重要な会議であることに違いありませ
ん。しかしながら，ここ数年，総会だけに出席する
会員はほとんど無く，評議員会出席者がそのまま総
会に臨む状況が続いております。そのため，昨今，
総会の廃止案が浮上してきました。本来の目的を果
たし得なくなってきていますし，日本歯科医師会で
も総会が廃止されました。

今後，存続，廃止，条件付きの廃止，の３つの選
択肢を軸に議論が進むものと思われます。仮に廃止
の方向に向かうことになれば，評議員会の役割はさ
らに大きくなります。また評議員を選出する地域支
部連合会の意義も一層重要なものとなります。各地
域支部連合会で行われる支部長会には矢﨑会長以下
本部役員が出席します。各地域の支部長各位共々，
先を見据えた総会のあり方についての結論が得られ
るよう，十分な協議を進めていく予定であります。

昨年の評議員会で協議題として提出したもう一つ
の大きな問題に，同窓会選挙規則作成の件があります。

これまで会長，監事は評議員会において，会員の
中から選出することが，会則に定められておりまし
たが，選出するための選挙規則がありませんでし
た。２３年の評議員会において選挙規則作成を要望す
る意見があり，会員相互の公平性を保つ意味から，
その成立に向けて，会務検討特別委員会に諮問し協
議をお願いしております。間もなく具体的な選挙規
則案の答申がでるものと思われます。

総務・厚生部では上記の項目のほか，今後の共済
のあり方，会費収入の減少に伴う今後の年間事業の
見直し，会員管理対策など種々の重要な問題に取り
組んでおります。これまでの運営方針に対し，時代
に即した変更，改善を図っていくことは本部役員に
科せられた使命と考えます。ただ，それを実践して
いくためには，会員各位のご理解とご協力が不可欠
であります。よろしくご高配のほど，お願い申し上
げます。

なお再来年には同窓会は１２０周年を迎えます。現
状に見合った記念事業の検討に入っております。ご
期待ください。

総務・厚生あれこれ

総務・厚生部常任理事

財 部 正 治

巻 頭 言
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理事会より
●同窓会ホームページがリニューアルされました。詳細は５ページをご覧くださ
い。

●平成２６年度の同窓会会報は，年４回発行となる予定です。発行月など詳細は
追ってお知らせします。

同窓会事業・行事
●学年代表者会

と き 平成２５年７月７日（日）
ところ 東京歯科大学（水道橋 本館校舎（仮称）１３階）

●新進会員のつどい
と き 平成２５年７月２８日（日）
ところ 東京歯科大学（水道橋 本館校舎（仮称）１３階）

●第４１回全国ゴルフ大会
と き 平成２５年９月１２日（木）
ところ 横浜カントリークラブ（神奈川県）

●平成２５年度東京歯科大学同窓会評議員会・定時総会
と き 平成２５年１１月１７日（日）
ところ 東京歯科大学（水道橋 血脇記念ホール）

●TDC卒後研修セミナー２０１３プログラム
卒研セミナー

№３ 実習セミナー『ゼロから学ぶセファロト
レーシングと症例分析』

７月７日（日）・９月２９日（日）
№４ 臨床セミナー『歯科疾患‼ どこから手

をつける？』
～病態の理解とタイプ別臨床診断・治療

計画～ １０月１３日（日）
№５ 実習セミナー『CAD/CAM を極める』

～初めてのオールセラミックス・支台歯
形成の基本から合着まで～

１１月１０日（日）

№６ イブニングセミナー『今日からはじめる
こだわりのペリオ』
～歯根膜の臨床観察と歯周治療～

１１月１４日（木）

インプラントセミナー
インプラントの極意４日間コース

７月２０日（土）・７月２１日（日）

地域支部連合・支部関係
●地域支部連合会会長の交代
平成２５年１月１日付
九州地域支部連合会 吉嶺 光 氏（昭５０卒）

前連合会長 緒方 進 氏（昭４４卒）

お 知 ら せ
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●支部長交代
平成２５年１月１日付
青森県支部 本田 富彦 氏（昭４９卒）

前支部長 松山 陽一 氏（昭３４卒）

鹿児島県支部 吉嶺 光 氏（昭５０卒）
前支部長 内田 信友 氏（昭４９卒）

平成２５年３月１日付
北多摩支部 奥野 和志 氏（昭４９卒）

前支部長 中山 友春 氏（昭４７卒）

平成２５年３月２日付
広島県支部 野間 博 氏（昭４９卒）

前支部長 髙木 勇蔵 氏（昭４４卒）

平成２５年３月３１日付
兵庫県支部 西村 亮介 氏（昭４７卒）

前支部長 荻原 威雄 氏（昭４７卒）

平成２５年４月１日付
群馬県支部 引田 正俊 氏（昭５２卒）

前支部長 清見 能久 氏（昭５２卒）

葛飾支部 佐藤 浩一 氏（昭５６卒）
前支部長 髙野 博子 氏（昭５５卒）

母校関係行事・案内
●平成２５年度東京歯科大学学会
第２９６回総会 平成２５年１０月１９日（土）・２０日（日） 水道橋校舎

演題締切 ８月２７日（火）

大学院修了式にて同窓会長賞は，黒田英孝先生と山田裕介先生に
平成２５年３月１５日大学院修了式が卒業式とともに行われました。大学院優秀論文に贈られる同窓会長

賞は歯科麻酔学講座の黒田英孝先生が論文演題「Sodium-Calcium Exchangers in Rat Trigeminal Gan-
glion Neurons」にて，有床義歯補綴学講座の山田裕介先生が論文演題「Reduction of biofilm formation
on titanium surface with ultraviolet-C pre-irradiation」にて受賞されました。

宮地副会長より同窓会長賞授与

お 知 ら せ
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水道橋に建設中の新校舎の中に
できます，新血脇記念ホール建設
への同窓からのご寄付は，本年４
月末までに１，２２８名の会員，さら
に１８の支部や，１５のクラス会な
ど，多くの同窓の皆さま方のご協
力により，寄付金の総額は約２億
４千万円程となっております。
早々にご寄付賜わりました会員の
皆様には衷心より深く感謝申し上
げます。

本年７月の完成に向けて，現在
の水道橋病院のすぐ近くに建設さ
れ，その２階，３階部分が新血脇
記念ホールとなる新校舎の建築工
事は，大変順調に進行しておりま
す。

同窓の力を結集して，この新
血脇記念ホールを完成する事によ
り，母校，東京歯科大学が歯科大

学の雄として今後とも輝き続ける
ことへの熱い思いと，同窓の皆さ
まの連帯のシンボルとして，次世
代まで伝えることとなります。

目標としております寄付の額
は，新血脇記念ホールの建設に要
する５億円となっています。ご寄
付賜わる金額はご自由ですので，
９，０００人おられる同窓会会員のお
一人でも多くの方から，ご支援賜
わることを心よりお願い申し上げ

ます。
新血脇記念ホールのための，ご

寄付の申し込みを戴ける先生に
は，同窓会事務局までご連絡賜わ
れば，すぐに申し込み用紙等をお
送り申し上げます。
（同窓会：電話０３－５２７５－１７６１，

ファックス：０３－３２６４－４８５９）
（また東京歯科大学のホームペー

ジからも，寄付の申し込み用紙
は，簡単にプリントできます）

同窓の皆さまのお力で 新血脇記念ホール完成しましょう
新血脇記念ホールへの寄付のお願いと 同窓からの寄付の現状について

同窓会会長 矢 﨑 秀 昭

本年７月の完成に向けて着々と進む
新血脇記念ホールの工事

新血脇記念ホールの完成図

多くの同窓のご協力，誠に有難うございます。更により多くの会員の
皆さまのご支援を宜しくお願い申し上げます。

お 知 ら せ
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東京歯科大学の水道橋移転，同窓会創立１２０周年，情報ネットや若手ネットワークの始動など，改革が
具体化している中，広報委員会も変化しております。

今期の広報部は，会報委員会とホームページ委員会の統合，「会員往来」「いなげ」などの新セクショ
ン・カラーページ増などの誌面刷新，Facebook ページ始動と，既に様々な計画を始動させております
が，次のステップとして，６月３日（月），東京歯科大学同窓会ホームページをリニューアルいたしまし
た。今回のリニューアルのポイントは，「スマホ・タブレット」「観たい・知りたいコンテンツへダイレク
トにアクセス」をキーワードとしました。新しい操作感をぜひご体験下さい。

具体的には，
１）写真の「スライドショー」表示による，ビジュアル

面での充実
２）「カテゴリー」「タグ」と呼ばれる予めひも付けされ

たキーワード，または文字入力による記事の検索
３）「RSS」（サイトの更新情報の配信機能）による大学

ウェブサイトとのコンテンツの相互共有と，ご希望の
同窓会員への記事掲載・更新の通知

４）「アーカイブ」（各セクションの PDFなど，ダウン
ロード資料の統合）としての機能充実

５）ご意見・ご質問をいただくため，新たに「MAIL
BOXご意見・ご質問」を設置
MAIL BOX内では，（若手ネットワークMailBox）
（執行部宛ご意見箱）（広報部お問い合わせ）の
ページへ。

以上が挙げられます。
また，内容に関しても，「オープン化」を念頭に，今までの会員ページに掲載されていたコンテンツに

ついて，さらに多くの同窓会員の皆様にご覧頂けるよう，パスワード無しで閲覧できる項目を増やしまし
た。

一方で，公開を制限せざるを得ない項目へアクセスするための ID・パスワードに関しては，セキュリ
ティ確保のため，毎年の変更とさせていただきます（覚えやすいものに変更いたします）。

毎年２月発行の同窓会報に掲載いたしますので，必ずご確認くださいますようお願いいたします。情報
ネットを通して，各支部長・支部担当者へ ID・パスワードを逐次ご連絡いたしますので，何卒ご了承く
ださい。
【新 ID・パスワードは，今月号「編集後記」のページに記載されております。毎年２月号に，同じ場所
に掲載いたします】。

これからも，同窓会の各委員会と共に連携し，広報委員会は様々な企画を立ち上げていきます。今後の
同窓会報・ホームページにご期待ください。

HP 東京歯科大学同窓会ホームページ ５年ぶりのバージョンアップ！

お 知 ら せ
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～若手の先生方へ～

新年度に入り，新たに歯科医師としての一歩を踏み出した先生，研修期間を修了しさらにステップアッ
プを目指す先生，大学院を修了し専門分野で臨床に励む先生，そろそろ開業を考えている先生など，其々
の新しい環境でご活躍のことと思います。

若手ネットワーク委員会では，そのような若手の先生方からの相談や質問に対応できるよう，全国の支
部，連合会とネットワークをつくりました。

「先輩の診療を見学したいけど，どこに行けば良いのかなぁ？」「出身地での開業を考えているけど，
相談できる先輩がいない…」「歯科医師会ってどんな組織なのかな？」「同窓の先生方から直接生の声を聞
いて勉強したい」「そろそろ結婚を考えているけど，子育てをしながら歯科医は出来るの？」「クラス会を
開催したいけど，どうしたら良いの？」などなど…若い先生方の相談や質問の対応をすべく若手ネット
ワーク委員会が同窓会員同士の橋渡しをします。昨今の IT 社会では，ネットから情報が簡単に検索でき
るようになりましたが，ネットの情報からだけでは解らないことを，現場の諸先輩と話してみませんか！

◆ネットワークシステム◆

①まず，同窓会 HP にアクセスしてください。
②トップページの「MAIL BOX ご意見・ご質問」 をクリックします。
③「若手ネットワークMailBox」に以下の内容を記載し送信してください。

（若手ネットワーク委員会 タグ の中からでも入ることが出来ます）
【必要事項】氏名，卒業年度，連絡先，相談・質問内容

④若手ネットワーク委員会より，先生にご連絡をさせていただきます。
⑤質問・相談内容を確認し，内容にあった関係部署や団体，医療機関との調整をいたします。
⑥出身地など地域において対応する方が良い場合には，若手ネットワーク委員会から各支部のネット

ワーク担当者へ連絡し，若手の先生の要望に添えるよう，橋渡しをさせていただきます。
＊このネットワーク上では，個人情報保護の観点より，就職や実際の診療内容についての対応はいたし

ませんが，このネットワークを通して知り合った諸先輩とFace to faceで相談にのってもらいましょう。

～若い先生を暖かくご支援してくださる諸先輩方へ～

上記記載のように，若手の先生方と本部・地区同窓会とのネットワークを構築いたしました。
このネットワークは，歯科界の将来を見据えた重要なものと考えており，東京歯科大学から全国の歯科

医師へ大きな輪が広がることを目指したものです。
是非，若い先生からの質問・相談への対応など，ご支援御協力をお願い申し上げます。

是非，同窓会 HP にアクセスの上，「若手ネットワークMailBox」にメールを送信して下さい。
東京歯科大学同窓会 HP : http : //www.tdc-alumni.jp

「若手支援ネットワークシステム」が始動します！

お 知 ら せ
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東京歯科大学同窓会HP
http : //www.tdc-alumni.jp
「MAIL BOX」をクリック！

各支部
若手ネットワーク担当

★関連病院・診療所見学について
★開業について
★歯科医師会入会について
★各支部・各地域の事業について
☆現在は，就職・診療内容についての対応は
行っておりません

質問例
若手同窓会員

若手ネットワーク委員会

★氏名
★卒業年度
★連絡先・方法
★質問・相談内容

？？！！OK!

地域支部連合会

まず，同窓会HPにアクセスします。

各支部において対応する内容は
若手ネットワーク委員会より各支部の
担当に連絡します。

トップページの「MAIL BOXご意見・ご質問」
をクリックし，「若手ネットワークMailBox」へ
入ります。

相談・質問内容を確認し，適切な関係
部署において対応します。

若手ネットワークMailBox のフォームに
必要事項を記入して送信してください。

若手支援ネットワークシステム

お 知 ら せ

7



［はじめに］
同窓会本部では，前大山執行部

より同窓会事業・機構改革に取り
組み，昨年の現矢﨑執行部発足か
ら，これまでの保険部，学術部の
事業を統合し事業推進部として発
足した。

この事業推進部は，これまでの
保険委員会，学術委員会に加えて
若手ネットワーク委員会，大学連
携委員会，シンクタンク委員会の
５委員会で構成され，各委員会委
員が相互に連携した活動で２年目
を迎えている。

１年目を振り返り，事業推進部
として「各委員会事業の役割と委
員会構成」，「現在行っている事業
の評価とこれからの方向性」，「執
行部重点課題である支部未入会対
策と会費問題」について早急に検
討する必要性が感じられるように
なった。

そこで，事業推進部として同窓
会事業をより効率的に進めるため

に，事業推進部に関連する３つの
案件について，事業推進部委員な
らびに関係役員が参加しワーク・
ショップが開催されたので報告す
る。

［実施内容・方法］
２０１３年の１月１０日と２月７日の

２日間の日程で，水道橋校舎１３階
セミナー室にて行われた。

今回取り上げたテーマ
１．事業推進部の機構構成の問

題点
２．同窓会を活性化させるため

の事業展開とその方向性
３．同窓会支部未加入対策と会

費のあり方
以上３つについて，第１日目にグ
ループディスカッション，第２日
目に各グループの発表と総合ディ
スカッションを実施した。

グループディスカッションで
は，参加者５６名が６つの班に別れ
３テーマを分担してディスカッ

ションを行った。それぞれの班で
KJ 法を用いたキーワードを基
に，問題点の抽出とその解決策に
ついて検討した。

総合討論では，テーマごとに担
当した班から結果発表と意見交換
を行うことで事業推進部の方向性
を模索するとともに，関係委員が
共通認識を持って事業の推進に当
たることが期待された。

［ワーク・ショップの結果と分析］
今回は，結果と分析については

誌面の都合もあり，「３．同窓会
支部未加入対策と会費のあり方」
についてのみ報告し，他の２題に
ついてはまたの機会に委ねたい。

まず，図１に，担当した班のま
とめを例に示す。手順として，こ
のテーマに関連する問題点を KJ
法にて参加者が書き出し，書き出
したカードを関連する５つの事項
（島）でまとめて括ったものであ
る。

事業推進部ワーク・ショップ開催さる
事業推進部 常任理事

小 林 慶 太

重点事業へのアプローチ
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このグループでは，参加者から
出された様々な問題点を検討整理
し，「未加入者の環境」，「同窓会
の受け止め方」，「組織の宣伝」，「同
窓会組織の作り方」，「会費」の５
つの事項を問題点の解決を行うた
めの課題とした。それぞれの項目
で上げられた問題点について見て
みる。
「未加入者の環境」

・父兄が非同窓
・女性会員の未加入
・同窓同士の結婚の場合どちら

か一人が加入
・加入後の会務の負担
・未加入でも不自由しない
・勤務医時に同窓会と解離
・卒後５年目までは同窓会に関

心を持つ余裕が無い
これらの問題点は，未加入者が

多い卒後１０年目までの傾向を如実

に表していると思われる。環境を
理解し支部加入促進をはかるため
の環境が読み取られる。
「会費」

・支部未加入による２年目以降
の会費未納

・新進会員における適正会費
・支部会費の金額差
・会費一括納入
近年の会費納入額の減少によ

り，同窓会事業に影を落としつつ
ある状況を鑑みれば，現実的に早
急に対策を講じるべきである。こ
れについて，会費の金額，納入方
法等対応すべき方策はあるが，支
部未加入対策，若手同窓への支援
事業と会員であることの意味につ
いて理解を得ることが出来れば，
間接的効果として会費納入率も上
がると思われる。
「同窓会の受け止め方」

・同窓会と歯科医師会に関する
理解が不十分

・同窓会支部加入の利点が解ら
ない

・同窓会に頼る必要がない
・本部同窓会との繋がりが希薄
同窓会の本来の活動や会員との

連携が，理解されていないことが
問題として上げられた。歯科医師
会や同窓会に関わることが，社会
的責任や組織とつながることの重
要性よりも，個人の負担が増える
ことの煩わしさが優先しているの
であろう。
「組織の宣伝」

・大学を好きにさせる
・大学に親しみを感じさせる

ツール（カレッジリング等）
・東歯祭への OB 参加
・県人会と各支部の連携
・同窓会の存在意義の明確化

図１

重点事業へのアプローチ
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・東京歯科を支えるという意識
改革

学生時代から同窓会を意識し，
理解させることで同窓会を身近に
感じてもらう。卒後の母校愛，同
窓会会員としての誇りを醸成する
ことで，各自が自主的に同窓会に
参加し，支える意識の芽生えが期
待できる。

準会員（学生），新進会員（５
年目以下）への積極的アプローチ
が必要となる。
「同窓会組織の作り方」

・支部未入会者への案内を徹底
させる

・支部加入の選択（希望制・義
務化）

・支部準会員制，勤務医会員制
・本部が加入支部を指定し加入

するシステム
・就職斡旋等情報を提供
会員種別を多様化し同窓会組織

への加入の容易さを改善，支部と
連携した会員情報の共有化で未加
入対策を念頭に置いた，同窓会組
織作りの検討と実施することの必

要性が感じられた。
今後は，新進会員制度の導入に

より柔軟な対応が可能となったの
で，各支部においても支部会員と
しての正規加入以外の会員種別

（たとえば，勤務会員，家族会員，
歯科医師会未入会の支部会員等）
を，ご検討いただければと思う。

［問題点の解決に向けて］
次に，問題点の抽出と整理され

た内容を基に，２次元展開法によ
る，問題点の解決策を見てみた
い。

図２に示すように，問題点から
導かれた５つの項目を，難易度と
緊急性の２次元グラフにプロット
し，優先的にどの項目から対策を
講じるべきか検討する。

緊急性の順番で見ると，組織の
宣伝，未加入者の環境，同窓会の
受け止め方，同窓会組織の作り
方，会費，の順になる。

重要度の順番では，組織の宣
伝，同窓会組織の作り方，同窓会
の受け止め方，会費，未加入者の

環境，であった。
これらの関係をグラフ上で勘案

すると，緊急性と重要性の高い「組
織の宣伝」が，この班では対策を
講じるべき項目となった。引き続
き，具体的解決策を検討したとこ
ろ，１．大学に親近感を持てるよ
うな活動，２．同窓会が大学を支
えているという意識作りを実践
し，大学と一体化した同窓会組織
の構築を早急に考えるべきであ
る。

総合討論では，同じテーマで検
討を行った班より，「クラス代
表，クラス会との連携，情報交換
の機会をより多く作る」，「同窓生
の連絡先の把握」について追加発
言があった。

現時点で，事業部が行っている
方向性とリンクしており，意見を
基にした細かい対応策も実施して
ゆきたい。

［まとめ］
ワーク・ショップで取り上げら

れた３つのテーマは，今後の同窓
会の方向性について大変重要な
テーマである。

グループディスカッションを通
した，問題点の抽出により対応す
べき問題点を絞ることが出来て有
効であった。また，総合討論も含
め各委員会委員が，事業推進部と
して考えること，目指すことの共
通認識を持てたことが非常に有意
義なワーク・ショップあった。

お読みになった同窓各位からの
ご意見を，お待ちしております。

参加された関係委員，役員のみ
なさま大変お疲れ様でした。

図２

重点事業へのアプローチ
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本年も卒業生，さらに本学の研修医を修了された
方への同窓会の存在意義や，特に若手会員に対する
同窓会の活動の現状についての説明会が，大学の全
面的な協力のもとに開催されました。

平成２５年３月１４日に２４年度の卒業生に対して，さ
らに３月１８日に水道橋病院臨床研修医修了者，３月
２５日に千葉病院臨床研修医修了者，３月２６日に市川
総合病院臨床研修医修了者へのオリエンテーション
が開催されました。

若手ネットワーク担当や事務局の多大な努力のも
と作成された資料を配布し，同窓会の機構や半世紀
にわたり継続して開催されている TDC 卒後研修セ
ミナー，さらに各支部における活動について，担当
の理事や委員により説明が行われました。また，本

年度から特に卒業５年目までを新進会員として，会
費の減額，新進会員のつどい開催や，支援セミナー
についての説明が行われました。

その中で，最近，著しく多くなっております女性
の卒業生や新進会員にたいして，ご自分の経験も交
えて，生涯にわたりどの様に歯科医療に携わってゆ
くべきかについての女性の担当理事や委員の話など
に，大変熱心に聴き入っていました。

今後とも同窓会として新進会員や若手の会員への
積極的な働きかけを行い，将来，各地域の支部に必
ず所属して戴き，同窓会やさらに歯科医師会の中核
として活躍してくれることを大いに期待しておりま
す。

将来の同窓会を担う
新進会員へのオリエンテーションの開催

同窓会会長 矢 﨑 秀 昭

新入会員オリエンテーション 水道橋病院臨床研修歯科医オリエンテーション

千葉病院臨床研修歯科医オリエンテーション 市川総合病院臨床研修歯科医オリエンテーション

重点事業へのアプローチ
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今年から若手同窓との連携推進
事業がはじまり，母校在学生や他
校卒業の大学院生，臨床研修歯科
医は同窓会準会員に，そして卒業
して５年間の先生方は新進会員と
なりました。そんな若い世代に話
題が集まる年の春，３月１５日（金）
に卒業式を迎え晴れて同窓会員に
なった先生方にとって期待と不安
の第１０６回の歯科医師国家試験の
発表がありました。“昨年は全国
一位，果たして今年は”と全国同
窓の先生方も待ちに待っていたこ
とと思います。３月１９日（火），
さっそく連絡が入りました。全国
で新卒２，３７３名受験して１，９０７名合
格で合格率８０．４％，既卒者もあわ
せた全体では合格率７１．２％という
厳しい状況の中，母校東京歯科大
学では，新卒者は１３１名受験し１２７
名合格。合格率９６．９％と国公立を
含め昨年につづき全国一位となり
ました。しかも合格者数も他の私
立歯科大学２校のみが１０５名，１０４
名と１００名を超えたのに対し，わ
れらが同窓は１２７名と最も多くの
若き歯科医が歯科界に飛び立った
ことになりました。既卒者では４
名のうち３名が合格し，新卒既卒
を合わせましても９６．３％と第一位
となりました。昨年につづき２年
連続の快挙，国公立大学と互角に
並ぶ母校の力強さ，並大抵の努力
ではなしえない偉業といっても過

言ではありません。
勿論一夜にしてなりえたもので

はありません。平成１２年頃一時は
低い順位に甘んじていた時代も
あったようですが，日本一，世界
でも最先端の歯科大学をめざしこ
の高いレベルに到達したことはま
さに東京歯科スピリットそのもの
です。この厳しい歯科界の現状で
若者たちが希望をもって歯科の道
を選び，そしてそれに応えようと
する母校の頑張りに拍手を送りた
いです。こんなことを考えている
とますます東京歯科大学の同窓で
よかった，そして東京歯科大学が
大好きになってゆきます。全国同
窓におかれましても，せっかくの
機会ですので母校に対し感謝と母
校愛を心に感じてみたらいかがで
しょうか。

アイ � TDC
さて母校愛の表し方もいろいろ

あります。四国愛媛県支部の高岡
元文先生（平成４年卒）は，昨年
個人的にＴシャツを作ったそうで
す。白地に I � TDC とくっき

りとした赤い字をつけたオシャレ
なＴシャツです。支部の先生方が
このＴシャツをきて楽しそうに歓
談している写真がとどきました。
こんなお便りもつけてくれまし
た。抜粋ですが，「同窓会事業に
どの地域も若手の出席率がなかな
か伸び悩んでいるとお聞きしま
す。そこで何か面白いことをと思
い…自腹ですが（笑），昨年の夏
にステッカーを配布し，車等に
貼ってもらっています。昨年の冬
に T シャツを作成して，若手に
配布しました。年末懇親会の景品
のひとつとして，アイラブ TDC
タオルを２０枚いれました」。今年
の四国地域支部連合会総会でもこ
の T シャツを皆さんに配ったそ
うです。全国津々浦々，母校愛を

会 務
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第１０６回歯科医師国家試験合格発表
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目に見える形にといろいろ楽しい
試みがありそうです。これぞとい
うものがありましたら是非ご紹介
ください。

母校水道橋キャンパス竣工へ着々
東京歯科大学水道橋キャンパス

竣工に関連する行事が着々と計画
されています。竣工式は７月１９日
（金），竣工記念式典・祝賀会が
８月３１日（土）に開催されます。
そして９月２日（月）の開校式へ
と進みます。水道橋，千葉，市川
の３拠点が一体になり次なる時代
のステージへ，そして同窓会とし
ては母校とのより深い連携のも
と，血脇記念ホールを象徴に，さ
らに輝かしい歯科界にする起点と
なる記念すべき時が近づいていま
す。

さて水道橋への移転ですが，母
校と水道橋，特に三崎町とのつな
がりは明治の時代にさかのぼりま
す。明治３３年頃，日清戦争も終わ
り日本はますます活気づく頃，
血脇先生は高山先生から高山歯科
医学院を引き継ぎ学校の名前も東
京歯科医学院と改め，伊皿子から
神田小川町の東京顕微鏡学院の借
り校舎に移して開校しました。し
かし，顕微鏡学院の都合で場所が
足りなくなり９月には三崎町一丁
目にあった大成中学校の教室をも
借りなければなりませんでした。
そんな頃，血脇先生は，三崎町二
丁目八番地にあった広い長屋を見
つけ，家賃２８円を払って血脇歯科
治療所の看板を掲げました。この
あたりから三崎町とのつながりが
はじまったようです。しかし血脇
先生にとっては，借り物の教室で
はなく，自分で作った校舎での教

育を望んでいたのは当然で，そん
な折，血脇歯科治療所の隣にある
平岡邸を譲りたいとの話がもちあ
がりました。経済的にも苦しい時
だったと思います。それでもなん
とか算段をつけ，借地でしたが家
屋を買い取り，平屋一棟に教室を
つくり，明治３４年の２月には新入
生を迎える運びとなりました。そ
してそれから４，５年が経ちまし
た。明治３９年，そこに立派な新校
舎を作り上げたのです。２階建て
の本館校舎，そして付属の平屋校
舎をつくりました。日本の歯科医
学を担うに相応しいアカデミック
な印象を備えた素晴らしい白亜の
新校舎を誕生させたのでした。し
かし苦労は続きます。大正１２年関
東大震災により校舎が崩壊，振出
しに戻ってしまったのです。しか
し血脇先生の志はかわることな
く，昭和４年，三崎町の地に，戦
前・戦後にわたり多くの同窓が学
んだ水道橋校舎をつくり上げたの
でした。当時，歯科界全体が喜
び，祝い，また学生たちも「ちょ

うちん行列」で盛大に祝ったと記
されています。その後，本校は稲
毛に移転しましたが，TDC ビル
水道橋病院として，１００年を超え
る歳月，水道橋と東京歯科大学と
の絆はしっかりとつながっていた
のです。

血脇記念ホールへの寄付協力お願
いします

血脇記念ホール建設への寄付協
力もあと一息で２億５千万円に達
するところまで参りました。誠に
ありがとうございます。竣工式や
祝賀会まで数か月となりますが，
できるだけ早いうちに何とか３億
円を超えればと期待しておりま
す。図の５月１７日現在の協力状況
を見てみますと，地域によるばら
つきが大きいことがわかります。
１，０００万円を超えた地域支部連合
会は６連合会ありますが，件数の
下にある会員数をみながらその数
字を見てみますと，少ない会員数
ですがたとえば会員一人あたりに
計算してみると，数字だけではみ
えない地域の頑張りが浮き出てき
ます。同窓の尚一層の協力で素晴
らしいホールを完成させてもら
い，母校と同窓との連携の象徴と
していければと思っております。
まだ寄付されていない方におかれ
ましては，よろしくご協力のほど
お願いします。

一県一評議員の経過措置は
平成２４年度から評議員の選出を

地域支部連合会の会員数１００人を
単位に決めてゆくことになりまし
たが，会員の少ない地域では評議
員会にでられない県支部も出てく
ることから，２年間の経過措置と

会 務
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して，少なくとも一県支部に一人
の評議員は評議員会に出席できる
ようにしました。この経過措置の
意味は，２年後の平成２６年から自
動的に経過措置が消滅するという
ことではなく，情報の共有ができ
る全国同窓会組織，地域支部連合
会を核とした足腰のつよい同窓会
組織をつくりながら，経過措置の
あり方，評議員会のあり方を議論
してゆきましょうとするもので
す。本執行部としては，めざす目
標に達するまでにはもう少し時間
がかかるということから，この経
過措置をあと２年延長し，次の２
年間でさらにしっかりとした体制
を築き上げ，経過措置が終了して
も今以上に同窓の心が一丸となれ
るよう同窓会改革を進めていこう
という方針をだしました。

新進会員（卒業後５年間）のつど
いが７月２８日（日）に開催されます

平成２１年度から２５年度に母校を
卒業した先生方は本年度より新進
会員となります。我々同窓会に
とって若い先生方は無限の可能性
を秘めた大切な宝です。今まで，
卒業後同窓会のことを知らずに同
窓会離れへとつながっていく風潮
がありました。同窓会では，新進
会員の近くに位置をおき，会費減
額，セミナー割引，若手研修セミ
ナー，若手ネットワークなどいろ
いろな面から応援し将来の同窓
会，そして歯科界を託そうとして
おります。

若い先生方は同窓会報，同窓会
HP もあまり見ないと聞いていま
すので，新進会員について，そし
て自分が新進会員であるかも気が

付いていないのではと思います。
そこで，全新進会員に今回の企画
をお知らせして，できるだけ多く
の先生方に集ってもらい，face to
face で同窓会の意味を感じても
らおうと企画が始まりました。

さっそく，新進会員世代の先生
方とコンタクトをとり企画の相談
をしました。やはり若い人の発想
は素晴らしく，次から次と革新的
なアイデアが出てまいりました。
「自分たちがプレゼンテーション
をしたい」という意見もあり，早
速その方向に進めることになりま
した。まさに，“若い人のための
会を，若い人の考えと感性で企画
してもらう”とするコンセプトな
のです。主役は若い先生です。挨
拶は短めに，中身部分を長くす
る，そして終わったら役員や委員

会 務
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も若い先生方に交じって懇親する
ビールパーティーへと計画しまし
た。新進会員約６００人おります
が，出席者で会場がいっぱいにな
ることを願っています。

さて，そんなことで新進会員の
先生方には近々ご案内が届くと思
います。届かない方は，自分の連
絡先が間違って同窓会に登録され
ていることになりますので，かな
らず同窓会本部まで連絡してくだ
さい。欠席のかたも必ず返信をく
ださい。

同窓会がはじまって１１８年たち
ますが，５学年全員に声をかける
という初めての企画です。この記
念すべき第１回新進会員のつどい
に是非参加お願いします。

共済制度の見直しの方向は
昨年より厚生委員会では共済制

度の見直しを行っています。平成
２４年度評議員会でその報告を協議
題の際に行っていますが，現行の
負担金が年３，０００円に対し，８０歳
のお祝い金が５万円，死亡時弔慰
金が１０万円ですが，このままでは
制度の破たんはすぐには起こりま
せんが，繰越金が漸減するという
ことでした。委員会の計算では首
都圏大災害がおこると想定して約
１億８００万の共済金が必要となる
と試算しています。平成２３年度時
点では東日本大震災の影響もあり
繰越金は９，０００万円を下回りまし
た。

本年度の厚生委員会の報告で
は，更にシミュレーションを進め
検討を続けております。そしてこ
の度，昨年の評議員会でのご意見
をもとりいれ結論を出しました。

共済制度を存続させる，そのため
には財政基盤をしっかりさせ若い
先生への責任を果たせること，ま
た予期せぬ震災に耐えられるよう
にすること，などから，共済負担
金は従来どおり３，０００円，共済金
等の額は現行通り（死亡時１０万
円）としますが，８０歳お祝い金（５
万円）を受けた先生の死亡時弔慰
金を現行の１０万円から５万円に減
ずることが提案されました。シ
ミュレーションによれば，この減
額により，繰越金の減少が回復す
ることが期待できます。ただ，今
後の会費納入率が下がることがあ
れば財政状態は予想に反して悪化
することもありますので，５年後
に再度見直しをするとのことで
す。第３回理事会においても，こ
の見直し案が提案され，その方向
で進めていくことで承認されまし
た。

全国歯科大学同窓会・校友会主催
の石井みどり総決起大会が開催

全国の２８歯科大学・歯学部の同
窓会・校友会が一つになり次の

参議院選挙にむかって石井みどり
総決起集会を開催しました。５月
２６日，日曜日の午後１時半に笹川
記念会館に全国同窓を中心に
１，０００名以上が集まり，力強く石井
みどり先生を応援しました。主催
者代表として本同窓会矢﨑秀昭会
長が挨拶され，今後の歯科界の発
展のため政界において石井先生が
大いに活躍することが大切と全国
同窓に呼びかけました。全国の歯
科大学の同窓会長から花束やだる
まが贈呈されたり，支援の言葉が
送られ，ご本人から力強い決意表
明を聞くことが出来ました。本同
窓会会員の出席も多く１２０人を超
えました。また同窓の来賓とし
て，東京都歯科医師会から会長の
髙橋哲夫先生（Ｓ４６年卒），専務
理事の勝俣正之先生（Ｓ５５年卒），
衆議院議員の白須賀貴樹先生（Ｈ
１２年卒）が招待されておりまし
た。今後全国で決起集会が開催さ
れると思いますが，全国同窓会は
一丸となり「石井みどり」を応援
しております。

会 務
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同窓会創立１２０周年記念事業準備委員会
◎高 橋 利 武（Ｓ４２卒） 〇岡 野 昌 治（Ｓ５２卒） 臼 田 準（Ｓ５３卒） 山 本 英 之（Ｓ５５卒）

佐々木 葉 子（Ｓ６０卒） 矢 郷 生 和（Ｓ６２卒） 福 田 謙 一（Ｈ２卒） 福 本 恵 吾（Ｈ２卒）

会員管理システム検討委員会
◎高 原 正 明（Ｓ５２卒） 〇臼 田 準（Ｓ５３卒） 大 塩 美樹子（Ｓ６１卒） 岡 村 美恵子（Ｓ６１卒）

木 暮 隆 司（Ｓ６２卒） 髙 橋 潤 一（Ｈ４卒） 市 川 敬 一（Ｈ６卒）

敬称略 ◎印は委員長 〇印は副委員長

青 木 俊 憲
秋 草 岳
秋 元 佐和子
穴 吹 麻 莉
新 井 知 枝
有 泉 高 晴
有 間 英 仁
飯 田 雄 太
池 上 良
池 田 麻 乃
池 田 一 洋
石 田 圭 太
石 田 結実香
石 橋 真乃介
井 田 裕 己
井戸川 香 代
猪 原 千 佳
上 原 直 大
宇田川 小百合
海 野 航
遠 藤 亜 希
大 嶋 可奈恵
大 島 俊 彦
太 田 拓 志
太 田 悠 策
大 矢 恭太郎
小 澤 はるか

越 智 弘 泰
鬼 谷 薫
覺 本 貴 仁
⻆ 山 明日香
笠 原 可 愛
柏 木 航 介
勝 見 吉 晴
金 子 悟
釡 谷 夏 紀
河 合 章 太
川 西 恵 理
川 村 利 憲
木 下 由 加
木 村 翔 馬
木 村 基 善
京 極 啓
古 賀 翼
小 林 史 枝
小見山 和 也
蔡 涵 雅
齋 藤 馨
齋 藤 祐 太
澤 田 光 弘
重 藤 玲 子
篠 原 亜 貴
白 澤 里 佳
新 開 善 文

杉 田 大
鈴 木 歩
鈴 木 春 香
隅 田 賢 正
五月女 寛 明
染 屋 智 子
髙 橋 香央里
高 橋 美 早
多 田 恵 子
田 中 章 啓
田 中 らいら
田 端 倫 子
崔 大 煥
鶴 岡 勇 輔
手 島 麻 子
冨 永 浩 平
直 野 孝 彦
永 井 諭 子
中 尾 洋 彰
長 坂 俊 幸
中 嶋 麻優子
中 條 拓 実
仲 谷 龍太郎
中 西 惇
長 嶺 優 樹
西 岡 千 尋
� 野 辰太郎

西 堀 優 美
西 宮 文 香
根 津 裕 一
納 賀 秀 則
野 田 美穂子
野 田 祐 貴
橋 村 頼 人
橋 本 宗 典
浜 口 大 樹
早 川 和 也
平 出 佳 典
廣 内 英 智
福 田 仁
福 田 展 康
藤 原 由起子
風呂谷 真 穂
細 井 秀 悟
細 川 ゆり子
前 田 千 晶
真 木 孝 明
眞 下 ゆうこ
増 田 智 俊
松 井 嵩 昌
松 本 亜 弓
松 本 尊 治
實 兼 由 希
水 谷 匡 佑

水 野 高 夫
峰 岸 沙 希
宮 下 遼
宮 島 慶 太
宮 吉 教 仁
三 好 耕 平
室 田 有 香
望 月 里 美
森 井 浩 太
森 田 純 晴
森 田 直 登
栁 田 治 朗
山 影 朋 子
山 下 慶 子
山 田 祥
山 田 正 博
山 本 恵 史
由 島 達 郎
吉 川 幸 輝
吉 野 直 之
米 山 瞬 輔
來 田 祐 実
林 士 凱

以上１３１名

平成２５年度 新入会員（第１１８回卒業生）

氏 名 氏 名 氏 名 氏 名 氏 名

東京歯科大学同窓会各種委員会委員
（平成２５年１月～平成２５年１２月）

会 務
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第２回理事会

平成２５年３月２３日（土）午後２時３０分
於 特別会議室
出席 ２８名
議長 矢﨑会長

会長挨拶
桜が満開の時期となり，母校が２年連続で国家試

験合格率１位となった。学生がこのようながんばり
を見せていることから，同窓会としても若手支援を
しっかり行っていくことを改めて認識している。今
年も卒業生および臨床研修歯科医修了者に対するオ
リエンテーションを行ったが，同窓会の内容を周知
することが出来たものと思われる。いずれ支部の活
性化につながることを期待する。

会費収入が少しずつ減少し，財政状況が厳しい状
況に追い込まれつつある。事業を維持しながら，経
費削減がはかれるよう，知恵を出して頂きたい。

寄付のお願いについては，文書を郵送した効果が
少しずつ現れているようであるがまだまだ予定額に
は至らず，今後もいろいろな対策を考えていく必要
がある。

黙 祷
渋谷支部・片岡利郎氏はじめ１０名のご逝去を悼

み，謹んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告ならびに承認
１）平成２５年２月１３日から平成２５年１２月２１日までの

日程を報告。
２）各部報告

⑴ 総務・厚生部：①地域支部連合会長交代につ
いて２件報告。②支部長交代について６件報
告。③支部長退任時の感謝状ならびに記念品の
贈呈について６件報告。④逝去会員について，
規定により弔慰共済金を支給した旨の報告。
⑤厚生委員会報告。⑥会費，共済負担金納入免
除願いが２件提出され，受理した旨の報告。⑦
母校創立１２０周年記念事業募金状況報告。⑧情
報ネットワーク推進会議報告。⑨同窓会・会務
運営協議会報告。⑩会員管理システム検討委員
会報告。⑪同窓会創立１２０周年記念事業準備委

員会報告。⑫新進会員のつどいについて運営委
員会開催報告。⑬東京歯科大学病院診療録指導
委員会委員の推薦について報告。

⑵ 会計部：①支部・地域支部連合会学術講演会
講師派遣交通費の支出について８件報告。②平
成２５年度２月末日現況報告。

⑶ 渉外部：①渉外委員会報告。
⑷ 広報部：①広報委員会報告。
⑸ 事業推進部：①全体委員会・企画会議報告。

②学術委員会報告。③ TDC 卒後研修セミナー
２０１３について報告。④シンクタンク委員会報
告。⑤若手ネットワーク委員会報告。

以上の会務報告について，全て承認。

協議事項
⑴ 推薦会員入会願いについて１件承認。
⑵ 母校創立１２０周年記念事業募金協力推進対策に

ついて検討，継続審議。
⑶ 過年度分会費徴収の一部中止について協議，継

続審議。
⑷ 一県一評議員の経過措置について執行部案の提

案があり，協議の結果，承認。ただし，評議員会
のあり方について，さらなる検討を加えることと
なった。

⑸ 総会の廃止について執行部案の提案があり，協
議の結果，承認。

⑹ 血脇記念基金，同窓会基金の内規見直しについ
て作業を継続していくことを承認。内容に関して
は，継続審議。

⑺ 会則施行細則第４条を施行することが事実上不
可能であるため削除したい旨の提案があり，協議
の結果，承認。

⑻ 平成２５年度学年代表者会について日程と内容が
提案され，協議の結果，承認。

⑼ 新進会員のつどいの日程と内容について提案，
協議の結果，承認。

⑽ 新進会員会費徴収の銀行口座自動引き落としの
一部導入について提案があり，協議の結果，承
認。

⑾ ７月の参議院選挙に対して日歯連盟から活動に
対する協力依頼があり，協議の結果，承認。

⑿ 評議員のあり方について，再度理事会にて協議
する旨の確認。

理事会のうごき
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今日も小学６年生の息子が元気
にテニスに出かける。２年前の東
日本大震災後は大好きなテニスを
することが出来なくなった。小学
２年生からテニスを始め震災が起
きるまで毎日，毎日３時間の練習
をしていた。しかし震災で通って
いたクラブの施設は被害が出て無
期限の休業となり，約３０箇所ある
仙台市営のテニスコートも全面使
用出来ない状況であった。もちろ
ん仙台市内はもとより宮城県内は
広域的にライフラインが途絶えた
状態，テニスなんてやっている場
合ではなかった。幸いにも我が家
は仙台市内の内陸部にあり，沿岸
部のような悲惨な被害はなく震災
後４日目にはライフラインが復活
し，食料やガソリン等は若干の不
自由はあったが日常生活にはさし
て支障のない状態であった。震災
後約２ヵ月経ち，同じテニスクラ

ブの父兄から郊外のテニスコート
で練習が出来るよ！と連絡があり
集まれる子だけ集まり練習をし
た。ずっと毎日練習をやっていた
子が２カ月以上やっていないため
ボールがまともに当らない，ミス
ばっかり，でも子供達の顔は皆う
れしそうな笑顔，満面の笑みと表
現しても足りないくらいであっ
た。親たちはそれを見て目に涙を
浮かべていた。今まではなにも疑
問も持たずに当たり前にテニスが
出来た，それが自らの力ではどう
することの出来ない震災で出来な
くなり，その現実に対してどのよ
うに理解をして良いか分からず，
理不尽ともいえる事と思ったに違
いない。しかしテニスを出来るこ

とに対しての幸せや感謝の気持ち
を知り，色々な面で子供達は一回
りも二回りも心が強くなったので
はないかと思う。

現在の私の生活や診療は震災前
とほぼ変わりなくなっている。し
いて言えば診療所の駐車場のひび
割れがそのままだとか，近くの１５
階建の約２００戸のマンションや
ショッピングセンターが被害のた
め取り壊しており，人の流れが変
わり患者さんが少なくなったかも
しれないと言う事くらいで平穏な
日々を過ごしている。

しかし震災後１年経過した昨年
の今頃は御遺体の身元確認のため
毎日宮城県警本部に行き，夜７時

東日本大震災対策部会

当たり前の幸せ，日常への感謝，
そして忘れてはいけない

仙台市開業 駒 形 守 俊
（平成２年卒）

大好きなテニスをプレー 診療所駐車場のひびわれ 取り壊し中のマンション
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から９時近くまで先生方から頂い
たカルテ情報を起こし，御遺体の
歯式チャートとの照合を行ってい
た。最近はそのカルテ起こしや照
合作業の件数も少なくなり月に１
回程度になってきている。現在宮
城県内での震災身元不明者が４９名
（県内において御遺体で収容され
た犠牲者９，５３５人，９９．５％が身元
確認された。４月１０日現在）と今
もなお御家族のもとに帰れない御
遺体がある。心痛極まりない。こ
ればかりは今すぐにとはいかない
が少しでも早く帰られるよう今後
も出来うるだけの協力をしていき
たい。余談になるが震災後の医師
の活動や我々の身元確認活動等を
書いた書籍「救命」が新潮社から
出版されたのでご興味がある方は
ご一読して頂ければと思う。

また日常の診療では遠く女川町
や南三陸町で津波などの被災に遭
われて，故郷をあとにし，現在当
院の近くに住んでいる被災者の方
が何人か通院されている。大切な
家族や家を失くし心には計り知れ
ない大きな傷を持ち，さらには未
だ地元に帰ることも出来ず，仕事
のことなど将来に不安を持って生
活をされている。以前に比べ被災
者や被災地の報道等が減り，人々
の心から少しずつ離れて行き，風
化してきたのではないかとの危惧
をも言われている。実際，震災を
経験した自分でさえも喧噪の中で
忘れてしまう事もあるが，月に１
度の照合作業や診療時に被災者の
方々とお話をする度に２年経って
いてもまだまだ復興までは遠い道
のりだと実感するとともに，日常
への感謝の気持ちを改めて思う。

この原稿を書いている矢先に，
４月１３日未明に淡路島で震度６弱
の地震を観測したと報道があっ
た。当日朝，仙台歯科医師会大規
模対策本部医療救護班は万が一の
ため何時でも出動できるよう班長
が待機命令を出した。その後，同
じ１３大都市歯科医師会の神戸市歯
科医師会と連絡を取り被害の状況
から判断し正午に対策本部長（仙
台歯科医師会会長）より待機解除
が言い渡され，現地での救護活動
は行わなかった。あの震災を経験
した私たち歯科医師会がその経験
を生かしいち早く対応をした事は
評価できることと思う。地震大国
日本といわれ，いつどこで大きな
地震が起きるか分からない現実は
どうすることも出来ない。私たち

は常に危機管理の意識を高く持ち
対策を検討し，大規模災害が起
こった時にどう対応できるかが重
要なのではないかと思う。このつ
らい経験を忘れずに，自ら情報発
信をして少しでも多くの方に知っ
て頂き，もしもの時に僅かながら
も役に立ってもらえればと心より
思う。また時間経過とともに東日
本大震災や被災地のことを忘れて
いってしまうかもしれないが，先
述したようにまだまだ復興どころ
か復旧もままならない地域があ
り，人々はその中で苦しい生活を
しながら頑張っている事を忘れな
いで頂きたい，そして私自身も当
たり前の幸せをかみしめ日々への
感謝を忘れずに歩いて行きたい。

仙台歯科医師会大規模災害対策本部

東日本大震災対策部会
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第１７２回日歯代議員会１日目の
３月１４日（木）の午後６時より飯田
橋のホテルメトロポリタンエドモ
ントにおいて東歯関係日歯役員・
代議員，都道府県歯会長と同窓会
役員との懇談会が開催されまし
た。

出席者は，東歯関係の日歯役員
４名，日歯代議員１９名，都道府県
歯会長５名，同窓会役員１９名，そ
してご来賓として母校の金子 譲
理事長と井出吉信学長，昨年の
衆議院議員総選挙で見事ご当選な
さった衆議院議員白須賀貴樹先生
がご列席くださいました。

佐々木眞澄常任理事の司会進行
で，宮地建夫副会長が開会の辞を
述べ，まず矢﨑秀昭会長より「全
国的に同窓数が徐々に減少するな
か，各地区より日歯の代議員に選
出されるということは，その地区
で如何に先生方が活躍されている
かの証である。次期東京都歯科医
師会会長が髙橋哲夫先生に決定し
た。その結果，現在６名の都道府
県歯会長がいることになる。この
事は母校にとっても素晴らしいこ
とである。それぞれ大変な課題を
抱えていることは推察されるが，
今後とも頑張っていただきたい。
昨年の総選挙で白須賀貴樹先生が
見事ご当選した。現政権において
は，一人でも多くの歯科医師の国
会議員が必要だと思われる。今夏
の参議院議員選挙では，島村 大
先生が神奈川県の自由民主党公認
候補に決定している。前日歯連盟
理事長であり歯科界にとても有用
な人材である。いよいよ母校が７
月に水道橋に移転する。母校は素

晴らしい勢いで活気づいている
が，色々な難題も抱えている。今
後さらなる母校，そして同窓会へ
のご協力，ご支援をお願いした
い」との挨拶があった。

つづいてご来賓よりご挨拶を頂
戴いたしました。

まず井出学長より，日頃の同窓
の支援に対するお礼と，「明日
は，１１８期生の卒業式です。TDC
ビルに新しく東京歯科大学のサイ
ンがつき後楽園側より見ると存在
感がより明確化しました。先月末
に施設の引渡しが終了したので是
非一度見学してほしい。学長を続
投する事になったので宜しくお願
いしたい。新血脇記念ホールの建
設も進行しているので，今後一層
の寄付を是非ともお願いしたい」
とのご挨拶を頂戴しました。

つづいて，衆議院議員白須賀先
生より，子宮頚癌ワクチンの無料
化についての政治活動報告，今夏
の参議院選挙における石井みどり
先生と島村先生への協力のお願い
等についてご挨拶を頂戴しまし
た。

ここで，丁度到着された金子理
事長より今後母校へのさらなる協
力要請があり，さらに大久保満男
日歯会長，村上恵一日歯専務理
事，柳川忠廣日歯常務理事がお見
えになり，大久保日歯会長より会
務への協力のお礼を含めたご挨拶
を頂戴しました。

つづいて出席者の紹介にうつ
り，その中で，日歯常務理事の冨山
雅史先生と中島信也先生，日歯理
事の森原久樹先生から，それぞれ
の会務内容に関してご挨拶を頂き

ました。
この後懇談会は，五十嵐 治新

潟県歯科医師会会長・日歯代議員
の座長のもと進行され，第１７２回
日歯代議員会の総括報告を村山
利之日歯代議員より，日歯連盟報
告を藤原元幸日歯代議員より頂戴
し，つづいて同窓会の会務報告を
髙橋義一専務理事が行いました。

ここで，高木幹正日歯連盟会長
と峰 正博日歯連盟副会長・理事
長が来場され，高木日歯連盟会長
より会務への協力のお礼と，今夏
の参議院議員選挙において職域代
表で立候補される石井先生と島村
先生への協力要請を含めたご挨拶
を頂戴しました。

この後，神奈川県の加藤木 健
代議員より，この度横浜市歯科医
師会の新会長に神奈川県支部連合
同窓会会長の杉山紀子先生が推さ
れた。また，島村先生の政治活動
に対する同窓からの協力のお願い
がありました。ここで島村先生よ
り国政に向けたご挨拶を頂戴しま
した。その後，各都道府県歯科医
師会の新会長の選出状況等の紹介
がなされ，最後に，梅村長生副会
長が閉会の辞を述べました。

会場を「光彩」に移した懇親会
では，浮地文夫副会長の開会の
辞，矢﨑会長挨拶，そして大山
萬夫名誉会長・顧問の乾杯の発声
で，懇親会は終始和やかな雰囲気
の中進行しました。最後に鳴神
保雄顧問から総括を頂き，加藤木
副会長の閉会の辞で終了しまし
た。

渉 外

東歯関係日歯役員・代議員，都道府県歯会長と
同窓会役員との懇談会
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平成２５年９月１２日（木）に第４１回同窓会主催全国
ゴルフ大会が総務・厚生部ゴルフ大会委員会，ゴル
フ大会実行委員会，そして神奈川県同窓会の皆様の
ご尽力により，５０年以上の歴史を誇る名門の横浜カ
ントリークラブで開催されることとなりました。な
お，２０１２年には日本女子オープンゴルフがこのゴル
フ場で開催されております。

東京歯科大学は９月には水道橋に移転することか
ら，母校の新たな飛躍を記念する，大変意義のある
大会となります。

ぜひ腕に覚えのあるシングルプレーヤーから，年

に数回楽しみにやられる方，これからゴルフを本格
的にやってみようと思っておられる方，シニアから
若手や女性の会員の皆様など，より多くの会員のご
参加をお願い申し上げます。

お一人でも，また，各支部や，クラス会，各クラ
ブの OB 会，医局の会などお誘い合わせて，ご参加
くださいますよう宜しくお願い申し上げます。

委員の方々が，参加された皆様が楽しめる大会に
なるよう，種々企画をされておられます。

より多くの皆様のご参加をお待ち申し上げており
ます。

通信欄

第４１回同窓会主催全国ゴルフ大会

会員親睦同窓会ゴルフ大会へのお誘い

会長 矢 﨑 秀 昭

����������������������������������キ�リ�ト�リ�線��������������������������������������

第４１回 同窓会主催全国ゴルフ大会申込書

所属支部名 氏 名 卒業年度

住 所〒 TEL（ ） －

生年月日
ハンディキャッブ

（プライベートでも可）

参加費７，０００円を添えて申し込みます。
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第４１回同窓会主催全国ゴルフ大会は，神奈川県横
浜カントリークラブ西コースにて開催いたします。

都心近くにありながら緑に囲まれた当コースは，
自然の地形を生かした戦略性の高いコースで，時に
は美しく時には手厳しくプレーヤーを迎えてくれま
す。

会員各位におかれましては奮ってご参加ください
ますようお願いいたします。

開催日時 平成２５年９月１２日（木）
会 場 横浜カントリークラブ 西コース

〒２４０‐００３５
神奈川県横浜市保土ヶ谷区今井町１０２５
TEL ０４５－３５１－１００１
FAX ０４５－３５２－５６２０

交 通 車 利 用
東名高速 横浜町田 IC から保土ヶ谷
バイパス・南本宿 IC より１．４Km
第三京浜から横浜新道・今井 IC より
１Km

電車利用
JR 横須賀線東戸塚駅下車 約１０分
東戸塚駅西口停留所よりクラブバスあり

競技方法 １８ホールスストロークプレイ
（ダブルペリア方式）

参 加 費 ７，０００円（含パーティー費，賞品代）
その他は個人払いとします。

参加人数 １２０名限定（先着順）
申込期間 平成２５年７月１５日まで
申 込 先 東京歯科大学同窓会ゴルフ大会係宛

〒１０１‐００６１
東京都千代田区三崎町２－９－１８
TEL ０３－５２７５－１７６１

申込方法 参加申込書に所定事項記入の上，会費
７，０００円を添えて，現金書留封筒でお申
し込み下さい。
クラス会単位その他のコンペ同時開催に
よる一括申し込みの場合も申し込み時に
必ず全員の参加申込書と会費を添えてく
ださい。
なお，電話での受付はいたしません。

追 記 本大会についての詳細は大会実施要項と
して，参加申込み手続き終了の方に直接
お送りします。その他ご質問お問い合わ
せ等は下記委員にお願いいたします。

中野正博 TEL ０３－３８６２－６４８０
◎宿 泊 クラブバスの出る東戸塚駅付近にはホテ

ルはございません。
下記ホテルにて宿泊特別割引がございま
す。
ご予約は各自でお願いします。その際に

「東京歯科大学」とお申し出ください。
ニューオータニイン横浜（桜木町駅前）
〒２３１‐８３３１

神奈川県横浜市中区桜木町１－１－７
TOC みなとみらい
TEL ０４５－２１０－０７０７

第４１回同窓会主催全国ゴルフ大会ご案内

ゴルフ大会
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支払基金において，算定日情報による審査が始まり１年が経過しましたが，混乱もなく以前同様のレセ
プト請求となっておりますでしょうか。

レセプトの電子請求（オンライン又は光ディスク等を用いた請求）を行っている医療機関は，その請求
内容が電子化されているため多くの情報が含まれております。その一つとして，レセプトの記載要領に「請
求する各点数の算定日ごとに回数を記録して請求するもの」とあるため，いわゆる紙面によるレセプト請
求より細かな算定内容が判明する状況になっています。そのため，従来と請求内容が変わらなくても日ご
との算定順序によっては，疑義が生じる事となり，返戻・査定を受けた医療機関もあるのではないでしょ
うか。

今回は，皆様に適切なレセプト請求を行って頂くために，その審査状況を解説したいと思います。

例）紙レセプトにて以下のような請求があるとします。
○カリエスにて来院，初診時に冷水痛を発現していたため，う蝕処置を行ない，再診時で歯冠形成，

印象後，実日数３日でインレーを装着したケースを例にします。

紙面による審査においては，請求上全く問題のないレセプトです。
レセプトは請求上，月単位でまとめて行いますが，同じ請求内容であっても，診療内容が診療日によっ

て異なる場合があります。

保 険

算定日情報による画面審査
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《診療内容（算定日情報）》

ケース A，ケース B は，共に紙面によるレセプト上では同じ請求になります。
しかし，電子請求されたレセプトにおいては，審査の画面上に参考資料として上記の様な算定日ごとの

診療内容が表示されます。
この場合，ケース A においては請求上問題ありませんが，ケース B におきましては，６／１０の歯冠形成

時に浸麻を行っていることになってしまい，取扱い上疑義が生じてしまいます。
このように紙面によるレセプト請求において判りにくかった診療行為の流れが電子請求されたレセプト

の場合，明白となります。減点査定の対象になりますので十分ご注意ください。

主な疑義が生じるケース
・休診日以外に休日加算の算定
・１回目の歯科疾患管理料算定前に機械的歯面清掃処置の算定
・傷病名に歯周疾患の記載があり，歯周病検査前に歯科疾患管理料の算定
・Hys 処置後に充形または修形の算定
・根充後，同日に確認のデンタルがない加圧根充加算の算定
・歯冠形成時に浸麻の算定（上記事例ケース）
・歯冠形成時にう蝕処置の算定
・歯冠形成時に間接覆罩の算定
・歯冠形成前に TeC，リテイナーの算定
・SC 未実施での P 基処の算定
・SC 等歯周基本治療終了と同日に歯周病検査の算定
・SC の１／３顎６６点を同日２回の算定
・SPT と同日に機械的歯面清掃処置の算定
・床副子装着と同日に床副子調整の算定
・P 由来の切開と同日に歯周病検査の算定
・歯周病検査前に口腔内写真検査の算定
・前回の歯周病検査から１ヶ月以内に再度の歯周病検査を（１００／１００）で算定
・T.コンデ算定後，義歯新製や床適合（裏装）のない義歯管理料の算定
・新義歯印象後に行う同部位の T.コンデの算定
・義管算定前に義調の算定

算定日情報を参考とした審査は，いわゆる「保険者サービス」という概念にて支払基金で先行されてお
ります。国保連合会も３月から都道府県別に順次行う事とされておりますが，現状は地域によって異なっ
ています。

しかしながら，支払基金と連合会の審査基準の統一の動きもありますので，今後，十分にご注意してく
ださい。

ケース A ケース B

６／３ 初診
デンタル
浸麻（ＯＡ２％キシロカイン Ct１．８mL）
除去（インレー）
う蝕処置
間接覆罩

６／３ 初診
デンタル
除去（インレー）
う蝕処置
間接覆罩

６／１０ 再診
浸麻（ＯＡ２％キシロカイン Ct１．８mL）
KP（複雑）
imp
BT

６／１０ 再診
KP（複雑）
imp
BT

６／１７ １２％Pd 複インレー
装着

６／１７ １２％Pd 複インレー
装着

保 険
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２０１３年４月１４日（日）に，卒後５
年以内の先生を対象としたディス
カッションセミナー「最初に診る
こと，ずっと診ること」～臨床記
録の重要性を理解しよう！～が，
TDC ビル１３階にて開催されまし
た。

同窓の研修医５５名，日大より２０
名，一般の先生９名，計８４名と定
員を上回る参加者でした。日大同
窓会学術の先生方とは３年程前よ
り連携をとっており，昨年末に行
われた若手支援セミナーにも日大
より３０名程の参加があり，また，
日大のセミナーにも同窓の先生方

の参加があったりと密な交流を
保っています。

開講式が行われた後，当日１日
つきあっていく症例が紹介されま
した。まず少ない情報のみで得ら
れる患者さんの状態を全員で考え
ていくアイスブレーキングが行わ
れ，１１班に分かれたグループディ
スカッション後，話し合われた内
容の発表，そして，委員の先生３
名より，①実際の症例について，
②口腔内写真について，③デンタ
ルについての説明があり，更に
宮地副会長より，“知っているだ
けではだめで，実際にやることが
大切”といった追加発言がありま
した。

昼休みをはさんで午後は，主訴

の部位の治療がなされた後の口腔
内全体をどう診ていくかという
ディスカッションが行われ，午前
中と同様に各班でまとめた内容が
集合後に発表されました。そし
て，実際にはどのような治療経過
を辿ったのかの症例解説がありま
した。その後，委員の先生の体験
談の発表があり，続いて修了証授
与が行われ，今期最初の卒後研修
セミナーが閉講となりました。

全体の構成から各先生方の講演
の内容までとてもよく考えられて
いて，臨床経験がある程度ある私
にとってもとても役立つセミナー
内容でした。

（取材・広報部 小貫飛鳥）

学 術

卒研リポート２０１３

『最初に診ること，ずっと診ること』
～臨床記録の重要性を理解しよう！～
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平成２５年３月１５日（金）午前１０時
から，千葉校舎講堂に於いて第
１１８回卒業証書授与式が行われ
た。今回は初の試みとして，卒業
式に先立ち大学院の修了式が執り
行われ，井上 孝大学院研究科長
より今年度修了の３８名の大学院生
に修了証が授与された。引き続い
て司会の佐藤 亨学生部長の開式
の辞に続き，参列者一同の「君が
代」の斉唱で卒業式が開式され
た。

まず栁澤孝彰副学長から「現
在，本学に在籍する学生は８２０名
であり，本日卒業証書を授与され
る者はその内の１３１名，大学設置
以来の卒業生を合わせると８，６０６
名，専門学校設置以来の卒業生を
合わせると１４，６１９名で，高山歯科
医学院創立以来の通算卒業生数は
１４，９１０名になる」旨の学事報告の
後，河田英司教務部長の呼名によ
り卒業生一人一人が起立し，
井出吉信学長から卒業証書が授与
された。今年も舞台脇には大型ス
クリーンが設置され，卒業生の表

情が会場に流され，各自の緊張の
面持ちから笑顔まで，手に取るよ
うに分かるように配慮されてい
た。続く褒賞の授与では，学長
賞，血脇賞，井上 裕賞，精勤
賞，卒業論文賞が授与された（受
賞者は文末に記載）。

続いて井出学長は告示で，「皆
さんの卒業回数である１１８回は，
本学の前身高山歯科医学院の第一
期生１０名の明治２８年卒業から始
まっており，１２０年を超える歴史
の中で連綿と引き継がれた回数で
ある。本学において最先端の歯科
医学，歯科医療の知識，技術を学
び，歯科医療人として必要なコ
ミュニケーション能力を養ってき
たが，これからは臨床研修の場で
歯科医師としての第一歩がはじま
る。一人一人がしっかりと目的意
識を持って歯科医療に向かい，医
療の現場で磨き上げ，国民に信頼
される歯科医師を目指してもらい
たい。常に歯科医療は進歩するの
で，生涯学ぶ姿勢を持ち続けても
らいたい。また，臨床研修修了後

における大学院での研究体制や，
各病院での研修制度も本学は大変
充実している。昨年１１月には本学
とも所縁の深い慶應義塾大学医学
部との間で連携協定を締結した。
今後は教育，研究，臨床において
相互に交流を深めて連携し，学術
活動を推進してゆく予定である。
本年はメインキャンパスを水道橋
に移転し，新たなスタートを切る
ことになる。卒業生は本学同窓と
して末永く本校の発展を温かく見
守っていただきたい。さらに今後
も生涯教育の場として母校を大い
に利用していただきたい。それが
後輩への良い励みにつながるもの
と思う。ノーベル生理医学賞を受
賞された山中伸哉教授は記者会見
で「家庭での支えがなければ，研
究という仕事は続けられなかっ
た。」と家族への感謝の気持ちを
述べておられるが，皆さんも卒業
にあたってまずご家族への感謝の
気持ちを大切にしてほしい」と述
べられた。

続いての祝辞で金子 譲理事長

母 校 だ よ り
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は，「口腔の健康が全身につなが
るという極めて医学的な観点か
ら，医科が歯科の医療をとりこん
で患者の健康を考えるということ
が現実に始まっている。これから
皆さんはそのような意識で取り組
んでいくことになるので，新しい
時代を担っていくことになる。本
学１２３年の歴史の中で，明治に
なって西洋文化を取り入れて近代
化をしようとした時に，歯科医学
の教育をいち早くとりいれたのが
我々の先達であった。その時代，
大学はほとんどなく明治４０年に専
門学校になったが，大学は残念な
がら敗戦によって，米国式の教育
方法が取り入れられてなったもの
である。専門学校はもともと研究
はいらないということだったが，
そうはいかないとのことで東京歯
科の先達がフロントランナーとし
て活躍した。開拓者という切り開
いていく精神が大切であり，皆さ
んの身近な先輩も歯科医学を引っ
張って行っている方々も多い。
〈血脇イズム〉というのがある。
結束のために家族主義ということ
が強調されているが，血脇先生が
ご自分で語ったものが当時の学生
会の会報に載っている。〈私は馬
車馬のように遮二無二突進したの
である。事の成敗異論のごときは

第二の問題として，自己の義務と
責任との命ずるところに最善の
縷々を傾注して，邁進してきたの
である。そこには利害を打算する
余裕は微塵もない。ただ一心不乱
である。何でもかんでもやれるだ
けやっつけたのである。諸君の言
う血脇イズムの本態はこれでなく
てはならぬ。と私自身が思う。水
道橋精神なるものも，願わくはこ
れであってほしい〉と述べて，自
分の人生を豊かにするために３分
を使えと野口先生にも送ってい
る」と卒業生にエールを送られ
た。

続いて矢﨑秀昭同窓会長の代理
として宮地健夫副会長が登壇さ
れ，「本日より本学の同窓会会員
となることを，我々同窓はもろ手
を挙げて歓迎する。今日の日本は
少子高齢社会，震災からの復興，
周辺諸国との緊張，さらに長年に
わたる社会の構造的な歪みなど，
未曽有の国家的な危機に直面して
いる。歯科医業界においても医療
保険の財政的問題，一般社会から
の指摘，歯科大学間の生き残りを
かけた熾烈な競争など厳しい環境
である。しかしながら人の寿命が
いくら長くなったとしても，人間
らしく心身ともに健康な生活がで
きなくては長寿社会の本質的な意

味はない。人間は口から食べ物を
美味しく食べることが健康を維持
するうえで最も大切なこととな
る。皆さんがこれから生涯の天職
として取り組もうとしている歯科
医師の仕事は，まさに人々の生き
る力と健康な生活を支える素晴ら
しい仕事である。１２０年を超える
本学の発展の足取りは日本の歯科
医学の歴史そのものである。みな
さんの先輩は，幾多の困難を乗り
越えて常に歯科界をリードし，つ
いに世界に冠たる歯科医療を築き
上げた。本日卒業される皆さんに
は，本学の歴史と先人の活躍を引
き継ぎ，日本を代表し国際的に活
躍できる歯科医師となられること
を願っている。卒業と同時に皆さ
んは同窓会の会員となるが，特に
５年間は同窓会の新進会員となっ
ていただく。この間に同窓会とし
て会員ひとりひとりと強い連携を
保ち，できるだけ同窓の先生方の
お役にたつように多方面にわたる
活動をしている。現在，医療技術
面でのサポート体制として毎月の
ように実習付きの卒後研修セミ
ナーを実施，さらに日々の診療に
すぐに役立つ若手支援セミナーを
開催するなど若手の同窓の支援に
力を入れているので，ぜひ協力し
てほしい」と祝辞を述べられた。
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続いて在校生を代表して星野
立樹君（５年生）から送辞，卒業
生を代表して來田祐実さんから答
辞が述べられた後，出席者全員で
校歌を斉唱し，厳粛かつ感動的な
卒業証書授与式が閉会となった。

（広報委員 古澤成博）

去る平成２５年４月５日（金），陽
春の穏やかな日差しが心地よい午
後１時より，千葉校舎講堂におい
て平成２５年度東京歯科大学入学式
が行われた。佐藤 亨学生部長の
司会進行のもと，まず管弦楽部の
生演奏の伴奏で国歌「君が代」と
校歌の斉唱が晴れやかに行われた
後，河田英司教務部長が新入生一
人一人の紹介を行った。その後に
まず井出吉信学長から以下のよう
な訓示があった。
「本学の教育の特色は，歯科医

師としての知識，技術だけでな
く，社会性，国際性を身に着け，
人間的に優れた良識豊かな歯科医
療人を育成してゆくことにある。
本学の確かな教育力は，歯科医師

国家試験での高い合格率に示され
ており，この２月に実施された第
１０６回国家試験でも，２年連続で
全国２９歯科大学のトップという輝
かしい結果となった。創立以来
１２０年を優に超えた本学は，これ
までに培った確かな実績の元，最
先端の教育，研究，診療を行い，
常に我が国の歯科医学，歯科医療
を牽引しながら，新しい知識と技
術を学生に教育し最新の歯科医療
を提供することで，国民から信頼
される歯科医学教育機関として社
会的使命を実践していると考えて
いる。皆さんが本日初めて歌う本
学の校歌は，１９２７（昭和２）年に
北原白秋氏が作詞，山田耕筰氏が
作曲されたもので，それは本学の

前身東京歯科医学専門学校の時代
のものである。校歌の４番の歌詞
に，〈水道橋畔日は照り渡れり…〉
とあるが，本年はその地である水
道橋にメインキャンパスを再度移
転し，本学の新たなスタートの
年，まさに飛躍の年となる。水道
橋への移転を機に，他大学，研究
機関との共同研究をより積極的に
行い，学内における最先端のプロ
ジェクト研究をさらに強化させ，
常に最新の歯科医療をとりいれて
行きたいと考えている。昨年１１月
には本学とも所縁の深い慶應義塾
大学医学部との間で連携協定を締
結した。今後は教育，研究，臨床
において相互に交流を深めて連携
し，学術活動を推進してゆく予定

受賞者一覧
学 長 賞：來田祐実
血 脇 賞：覚本貴仁，崔 大喚，手島麻子，鬼谷 薫
井上 裕賞：飯田雄太
精 励 賞：田端倫子，山田 祥，米山瞬輔，高橋香央里

林 士凱，木下由加，西岡千尋，山本恵史
池田麻乃，覚本貴仁

卒業論文賞：田中らいら，木村基善，宇田川小百合，石田結実香
重藤玲子

平成２５年度 母校入学式
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である。皆さんにとってこれから
始まる６年間は，人生にとって最
も華やかな大切な時。水道橋を学
びの拠点として，ぜひ充実した学
生生活を過ごしていただきたい」。

続いて金子 譲理事長から「東
京歯科大学の役割は何か？と考え
た時，歯科大学としては教育，研
究，診療だが，一般の大学として
は，「知識の伝達」と「創造性を
養うこと」の２つである。先人の
創造の積み重ねで今まで来ている
わけであり，その意味では創造が
いかに重要か理解できるであろ
う。みなさんの大学生活は，医療
人としての役割を身につける準備
期間である。東京歯科大学は今年
１２３年で血脇先生が根付かせたわ
けであるが，本学の歩んできた道
というのは，新しいことをやって
きたということと，それを継続さ
せてきたこととが大きな特徴であ
る。その中に大事なことがあるの
で，皆さんは６年間でそれを感じ
取っていただくと同時に身に着け
ていただきたい。つまり新しいこ

とをやることは，前に誰もいない
こと，自分で開拓しないといけな
いこと，つまり自分に試練，義
務，責任を感じていないと続かな
い。当然苦しいから途中で辞めて
しまうことになる。高山先生が
血脇先生に引き継いだことと同じ
ように，継続のためには次の人材
を見極めることも大事であること
もわかってほしい。本学は試験が
多いと思うが，試験をやるためだ
けに大学に来ているのでは意味は
ない。人との関わりの中で過ご
し，その中で競争や他人を思いや
る心が養われる。これまでと同じ
と思うかもしれないが，皆さんは
もう中学生や高校生とは違う。こ
れから自己を確立する大事な時期
であり，この中でこの大学が作っ
ているいろいろな雰囲気，あるい
は教育のための施設を大いに活用
して学生生活を送ってもらいた
い。人間力が育てられるのが大学
生活の価値であるので，勉学以外
の面でも頑張っていただきたい。
とにかく，始めたことはやめない

で一生懸命やる。やっていくうち
に面白くなり，良い友達が出来
る。それは一生の宝である。皆さ
んは生涯勉強しなきゃいけない職
業になろうと思って来ているわけ
だが，学生の間に勉強が嫌いに
なっては困るので，それには物事
の理屈を理解するために時間を使
うことが大切である」との祝辞が
あった。

続いて新入生を代表して済川
志麻さんが宣誓を行った後，学長
より徽章が授与され，再び校歌を
斉唱して，緊張感のある華やかな
入学式が閉じられた。

（広報委員 古澤成博）

浅 野 一 磨
天 野 沙 紀
新 谷 仁 菜
安 藤 雄太郎
李 瑞 胤
池 田 千 晃
石 口 恭 子
伊 丹 尚 子
稲 田 宇 紘
井 瀬 智 之
井 比 陽 佳
岩 﨑 亮

岩 澤 弘 樹
岩 渕 有 華
宇 津 暁 久
海 邊 寛 之
江 越 美 空
大 澤 雄一郎
太 田 健太郎
大 野 貴 弘
岡 野 文 佳
小鹿山 知 実
小川内 香 帆
小 野 魁 星

籠 浦 弘 城
粕 谷 知 央
片 野 雄太郎
加 藤 雄 人
兼 子 真名美
加 納 佳与子
樺 澤 由佳李
鎌 田 大 飛
亀 本 滉 樹
北 島 彩 花
九 鬼 ゆ り
工 藤 将 毅

栗 原 智 尋
黒 河 賢 人
黒 澤 佑 磨
桑 原 正 浩
小 池 希 美
小 泉 博 史
小 枝 真優香
古 賀 美祐紀
後 藤 千 勝
小 林 千 鶴
小 松 千 晃
小 松 リ ナ

齋 藤 大 幹
坂 井 勇 樹
坂 本 有里紗
佐 川 美 鈴
篠 島 理
佐 藤 栄 輝
佐 藤 緑
塩 谷 麻 衣
嶋 田 優 希
清 水 康太郎
清 水 勇太郎
菅 原 礼

平成２５年度 新入生名簿
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杉 浦 慧
杉 原 真 依
鈴 木 えりな
鈴 木 世 那
鈴 木 大 輝
鈴 木 花
鈴 木 玲 也
済 川 志 麻
大 黒 沙友莉
髙 橋 由 子
田 上 聖 章
武 内 聡 佳
竹 内 遼
立 澤 孝太郎

立 花 渉
趙 顯 哲
塚 田 裕 樹
徳 山 彰 秀
富 山 葵 弓
中 里 伊 吹
中 島 克 真
中 島 智 輝
中 島 龍
中曽根 莉 子
中 野 夢 実
西 美 咲
西 中 梨 菜
西 村 光 正

橋 本 菜 央
濵 本 優 太
林 敦
林 咲 穂
日 浅 香 保
久 永 理 央
左 原 美
藤 井 紗 綾
藤 川 秋
二 村 好 一
本 保 裕太郎
前 野 孝 仁
松 本 みなみ
三 木 慎太郎

溝 端 彩 希
三 谷 佳 歩
南 亜莉沙
峰 村 勇 生
三 宅 麗
宮 﨑 創 太
宮 田 大 志
本 里 茉莉香
森 瑞 貴
森 井 広 一
森 野 響 子
守 屋 聡 亮
柳 生 憲太朗
安 原 才 門

柳 田 陵 介
山 田 玲 菜
山 本 圭
山 本 大 聖
山 本 楓 華
山 本 吉 紀
横 矢 幸 平
吉 川 智菜津
吉 野 輝
力 武 春 菜
渡 辺 元 次
綿 屋 早 織

岡 林 宏 樹
久 保 真里亜

慶 田 喜 純
佐 藤 恵 美

下 山 圭 太
鈴 木 真理子

中 村 眞一郎
西 村 央 子

細 谷 正 利

平成２５年度 東京歯科大学 入試ガイダンス日程
開催日時（予定） 場 所 内 容

１
７月７日（日）

１３時～１５時

東京歯科大学
本館校舎１３階

（水道橋キャンパス）

模擬授業，入試概要説明，入試科目ポイントの説明，
推薦入試問題の解説，大学紹介，個人別相談（希望者）

２
７月２７日（土）

１４時～１６時

東京歯科大学
本館校舎１３階

（水道橋キャンパス）

模擬授業，入試概要説明，入試科目ポイントの説明，
推薦入試問題の解説，大学紹介，個人別相談（希望者）

３
８月２４日（土）

１３時～１５時

東京歯科大学
本館校舎１３階

（水道橋キャンパス）

模擬授業，入試概要説明，入試科目ポイントの説明，
推薦入試問題の解説，大学紹介，個人別相談（希望者）

４
９月２９日（日）

１３時～１５時

東京歯科大学
本館校舎１３階

（水道橋キャンパス）

模擬授業，入試概要説明，入試科目ポイントの説明，
推薦入試問題の解説，大学紹介，個人別相談（希望者）

５
１２月１４日（土）

１４時～１６時

東京歯科大学
本館校舎１３階

（水道橋キャンパス）

模擬授業，入試概要説明，入試科目ポイントの説明，
大学紹介，個人別相談（希望者）

※ 内容，開催時間等，変更になることがありますので，事前にお問い合わせください。
問合せ先：東京歯科大学 教務課（千葉校舎） TEL：０４３－２７０－３７３３

URL：http : //www.tdc.ac.jp

平成２５年度 第２学年編入（９名）

母校だより
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青 森 県 支 部

平成２５年度定時総会，学術講演会
平成２５年３月２日（土）午後３時

より，ホテル青森に於いて，定時
総会並びに学術講演会が開催され
ました。

小林敏彦常任理事の司会によ
り，本田富彦副支部長の開会の辞
で総会が始まりました。松山陽一
支部長の挨拶に続いて，ご来賓と
してお招きした本部同窓会会長の
矢﨑秀昭先生，青森県歯科医師会
会長代理の長内幸一先生，大学か
ら微生物学講座主任教授の石原
和幸先生よりそれぞれ，ご挨拶を
頂きました。矢﨑会長からは，昨
年４月より，新入生が水道橋「さ

○平成２５年度同窓会青森県支部 第２回理事会（組織会）
４月６日（土），本田支部長から役員委嘱状が交付されました。
新支部役員は以下の通りです。

支 部 長 本田 富彦
副支部長 船越 良一

畑中 政利
常任理事 長内 幸一

（総務・学術）
小林 敏彦

（総務・庶務）
熊谷 恒

（会計・社保）
工藤 浩幸

（総務・学術）
住吉 千明

（庶務・広報）

常任理事 石田 大也
（総務・会計）

本田宗一郎
（総務・広報）

黒田 雅仁（総務）
久米田俊次（社保）
梅原 一浩（学術）
古川由美子（総務）
清藤 浩也（社保）
松山 貴紀（総務）

監 事 宮川 克孝
福士 淳一

顧 問 高畑 研佑
松山 陽一

支部のう ご き

掲示板
＊この掲示板は，同窓会ホームページ http : www.tdc-alumni.jp にも記載されています。
日程等，決まり次第，できるだけ早めにお知らせください。
印刷，発行日の都合上，会報に載せられない場合がありますが，その場合は同窓会ホームページに掲載
されますので，ご了承ください。

事業種目
日 時

演題及び講師
又は事業内容 会 場 主 催

連 絡 先
外部より
参加可否

学術講演会
平成２５年

７月５日（金）
午後７時３０分～

歯科治療における救急対応について

一戸達也教授
（東歯大歯科麻酔学講座）

浅草歯科医師会事務所
台東区浅草１－４－７
勉強堂ビル４階

TEL ０３－３８４１－５１５４

浅草支部
連絡先
担当・田 昌文
TEL・FAX ０３－３８７４－４５６５

支部会員
同窓会員
歯科関係

（会費無料）

学術講演会
平成２５年

７月６日（土）
午後３時～

経過から学んだ欠損歯列の読み方

宮地建夫先生
（東京都開業）

千明仁泉亭
渋川市伊香保町４５

TEL ０２７９－７２－３３５５

群馬県支部
連絡先
担当・原 茂

TEL ０２７４－２２－００７９

支部会員
同窓会員

学術講演会
平成２５年

７月６日（土）
午後２時～

３時３０分

２０３０年の歯科治療
～再生医療が歯科治療を代える日～

井上 孝教授
（東歯大臨床検査病理学講座）

越谷サンシティホール
越谷市南越谷１－２８７６－１
勉強堂ビル４階

TEL ０４８－９８５－１１１１

埼玉県支部
連絡先
学術担当・岡村美恵子

TEL ０４８－６４１－３５４０

支部会員
同窓会員

学術講演会
平成２５年

７月７日（日）
午後２時～

「Endo の兵法 ～合理的な根管で
の戦い方を考える～」

加藤広之講師
（東歯大歯科保存学講座）

愛知県歯科医師会館
名古屋市中区丸の内
３－５－１８

TEL ０５２－９６２－８０２０

愛知県支部
連絡先
担当・久野昌士

TEL ０５６９－４３－１１２４

歯科関係
（歯科医師）
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いかち坂校舎」にて，勉学に励ん
でいるなどの大学移転状況，同窓
会の組織改革，寄付金について等
の詳しいお話がありました。

庶務報告，昨年仙台開催の第４９
回東北地域支部連合会の諸報告，
同窓会評議員会の報告の後，昨年
１１月２５日に初めて開催された東北
地域支部連合会の支部長，幹事長
会について，松山支部長が報告さ
れました。

議事に入り，第１号議案から４
号議案まで，すべて承認可決致し

ました。今年度は役員改選という
ことで，松山陽一先生が任期満了
で勇退され，新支部長に本田富彦
先生が選出された他，監事は宮川
克孝先生が留任，福士淳一先生が
新監事に選ばれました。また，そ
の他項目として，未入会会員の状
況把握に関する提案がありまし
た。

学術講演会は微生物学の石原
和幸教授が「口腔バイオフィルム
と健康」と題して講演されまし
た。う蝕や歯周病はプラークや歯

肉溝内の原因菌と体質と生活習慣
ファクターが密接に関わる感染症
であり，バイオフィルムが大きく
関与しているという現在得られて
いるエビデンスと全身疾患との関
わりについて，非常に分り易く教
えて頂きました。

講演終了後，記念写真の撮影を
し，懇親会へと移りました。和や
かで，楽しいひとときを過し，最
後に恒例の校歌斉唱で，お開きと
なりました。 （畑中政利 記）

支部のうごき
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群 馬 県 支 部

平成２４年度定時総会
平成２４年度群馬県同窓会定時総

会が，平成２５年３月９日（土），午
後４時より前橋市のアニバサリー
コート ラシーネに於いて開催さ
れました。来賓として，同窓会本
部専務理事の髙橋義一先生と同窓
で群馬県歯科医師会会長の村山
利之先生をお迎えしました。真下
泰彦副会長の開会の辞に続き，平
成２４年７月の定時総会以降にご逝
去された田部井三雄先生，石岡
秀雄先生，武安正嘉先生に黙祷を
捧げました。次に，清見能久同窓
会会長より挨拶が行われ，総会に
おいて慎重な審議を要請されまし
た。次に，顧問の冨澤憲男先生よ
り挨拶が行われ，２日前にご逝去
された武安正嘉先生を偲んで，想
い出についてお話されました。ま
た，１人でも多くの先生に総会に

出席していただきたいとお話され
ました。次に，来賓の同窓会本部
専務理事の髙橋義一先生よりご挨
拶が行われ，喫緊の課題として若
手の同窓生の支部未加入を挙げら
れ，同窓会本部現況として，評議
員の問題，同窓会の強化，新しい
会員種別，同窓会創立１２０周年な
どについてお話いただき，大学移
転に際しての母校支援の寄付金に
ついて，更なるお願いがありまし
た。次に，群馬県歯科医師会会長
の村山利之先生により挨拶が行わ
れ，群馬県歯科医師会の会務の執
行に対する同窓会員の支援と協力
について感謝の言葉を述べられま
した。また，昨年，国家試験の合
格率がトップになったことを始め
とし，いろいろなことで母校を誇
りに思うとお話されました。次
に，庶務報告が行われました。続

いて，総会議長に山口保男先生が
選出され，議事として，平成２５年
度事業計画案の承認，平成２５年度
一般会計および福祉共済部会計予
算案の承認を求める議事が提出さ
れ，可決承認されました。次に，
次期役員人事について承認を求め
る議事が提出され，役員会より次
期会長に引田正俊先生（現副会
長）が推薦され，可決承認されま
した。そして，引田正俊副会長よ
り閉会の辞で総会は無事終了しま
した。

引き続き，記念撮影を行い，
川越文雄先生の乾杯のもとに懇親
会を開宴しました。終始なごやか
な雰囲気の中でお互いの親睦を深
め合い，最後に次期会長に選出さ
れた引田正俊先生より会長就任の
抱負をお話いただきお開きとなり
ました。 （三丸 潔 記）

支部のうごき
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埼 玉 県 支 部

新年会開催
平成２５年２月２４日（日），浦和ワ

シントンホテルにおいて，大学本
部より井出吉信学長，田﨑雅和教
授，同窓会本部から佐瀬俊之副会
長，埼玉県歯科医師会からは島田
篤会長をお迎えして，埼玉県支部
新年会が開催されました。

最初に主催者を代表して春山
良夫支部長より挨拶がなされまし
た。続いて，佐瀬俊之先生には最
近の同窓会の動向を，特に若い未
入会者の対策をご説明いただきま

した。埼玉県出身である井出吉信
学長からは大学の水道橋移転の進
捗状況，入試，国家試験の状況に
ついてユーモアたっぷりにご説明
いただき，会場は爆笑でした。ま
た，島田 篤会長からは埼玉県歯
科医師会の活動や未入会対策につ
いてご説明いただきました。

祝宴に移り，前支部長成田賢二
先生の乾杯で開宴となりました。
平成２０年卒の野本有香先生，松木
慎太郎先生が新入会員として紹介
され，ご挨拶いただきました。美

味しいお酒とすばらしい料理で楽
しく歓談した後，毎年恒例のビン
ゴゲーム大会に変わり，今回も
大井誠一幹事長自らプログラミン
グした抽選ソフトによる大抽選会
を行いました。皆さん，豪華なお
土産を目論見，大いに盛り上がり
ました。さらにお酒も進み，年代
の垣根を越えた会員相互の交流を
楽しみましたが，そろそろ時間と
なり，校歌斉唱，記念撮影の後，
名残惜しくもお開きとなりまし
た。 （山﨑真司 記）

支部のうごき
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山 梨 県 支 部

定時総会ならびに学術講演会
平成２４年１２月１日（土）午後２時

より，甲府の古名屋ホテルにて，
平成２４年度定時総会，学術講演
会，懇親会が開催されました。

定時総会は，金山 昇専務理事
の司会のもと，小林正仁副支部長
の開会の辞で始まり，逝去された
雨宮彦一先生，勝俣體明先生，
早川武則先生に黙祷を捧げまし
た。続いて三木正夫支部長より，
山梨県における近況報告と，毎月
１４日に開催している親睦会，通称
『１４日会（とうしかい）』で，定期
的に身近な講師を募って学術講演
会を開催することで充実し，進化
していると話しました。次に来賓
として，同窓会本部より宮地建夫
副会長が最近の同窓会の動向や，
学生と同窓会の関わりの重要性，
血脇記念ホール建設における寄付
の意義など，とても分かりやすく
説明していただきました。本大学

より髙野伸夫千葉病院長が，大学
移転の進行状況と，今年も順調に
高い国家試験合格率達成と，さら
に発展した教育の現状報告がなさ
れ，昨今の入学金引き下げ競争に
対して，東京歯科大学という確固
たるブランドを強化して立ち向
かっていくと熱く話されました。
同窓として誇りに思うのと同時に
背筋がピンと伸びる思いがしまし
た。続いて，村松久中先生（叙勲
旭日双光章），早乙女 通先生（文
部科学大臣表彰）のお祝い，その
後，議事は滞りなく進行し全認定
議案も満場一致で可決・承認され
ました。

学術講演は，米国口腔顔面痛学
会認定医，静岡市立清水病院口腔
外科の井川雅子先生より「非歯原
性歯痛～歯には異常がないのに，
なぜ“歯痛”を訴えるのか？～」
と題して講演をいただきました。
井川先生は山梨県支部会員である

阿久津葉子先生の実姉ということ
で，山梨に所縁のある先生ですの
で，待ちに待った講演でした。痛
みを主訴に歯科医院に来院する患
者さんの中に，身体的な異常が見
当たらずやり過ごしてしまうこと
や，必要のない処置をしてしまう
ケースをわかりやすく話してくれ
ました。実際，講演を聞いた後，
群発頭痛で悩んでいる友人であっ
たり，のどと耳の痛みを訴える患
者さんが来院したりと，決して希
なケースではないと実感しまし
た。後悔のない患者さんとのかか
わりをする上でも，今後，さらに
研修に励み，熟知する必要性を改
めて痛感しました。

その後，懇親会に移り，垣根を
越えた交流を楽しむことが出来ま
した。充実した時間を演出するの
に，甲州ワインが一役も二役も
かっていたのは言うまでもありま
せん。 （阿久津司郎 記）

支部のうごき
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渋 谷 支 部

平成２５年３月１９日（火）渋谷支部
の第７７回総会が原宿「南国酒家
迎賓館」において開催されまし
た。総会は杉田 健副支部長（昭
和５２年卒）の司会のもと，山崎
秀雄議長（昭和４７年卒）の進行に
より各担当役員から平成２４年度の
会務報告がなされた後，議事に移
り質疑応答を経て各議案は可決さ
れました。

総会終了後は部屋を変え懇親会
へと移り，青木栄夫支部長（昭和
４１年卒）の挨拶に続き，酒井雄學
先生（昭和２９年卒）による乾杯の
発声で開宴いたしました。

なお，今回は我が渋谷支部の先
輩である成富延治先生（昭和２２年
卒），坂井栄隆先生（昭和２３年卒），
平野 博先生（昭和２３年卒）の米
寿のお祝いも行われました。お祝
いの記念品と黄金色のちゃんちゃ
んこと帽子が贈呈され，その後

成富先生，平野先生からお言葉を
いただきました。両先生が学生時
代，歯科医師としてスタートを切
られた頃は，まさに戦中，戦後の
激動期であり，平和な現在では考
えられないようなエピソードを伺
えた事は後輩たちにとって大変有
意義でありました。

その後は和やかに食事，歓談を
挟んで，渋谷区歯科医師会会長の
坂本真理子先生（昭和４９年卒）を
はじめ TDC 渋谷支部の会員であ
る都歯代議員（関川），同窓会本
部理事（佐々木），東京地域支部
連合会理事（番田）から日頃の活

動状況の報告がありました。
昨今，同窓会の多くの支部では

会員数の減少や若手会員の支部未
加入という問題に直面しています
が，幸いにも我が渋谷支部は幅広
い世代に多数の会員（７１名）を擁
し，学術講演会，保険講習会，親
睦旅行等の活動を行うと同時に前
述の様に各方面にも多くの人材を
輩出しております。今後もこの良
き伝統を会員一同で引き継いでい
こうという決意を新たにした一夜
でした。最後は荒瀧友彦会員（平
成５年卒）の閉会の挨拶でお開き
となりました。 （関川嘉昭 記）

支部のうごき
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愛 知 県 支 部

平成２４年度総会
平成２４年１２月２日（日）名鉄ニュー

グランドホテルにて平成２４年度東
京歯科大学愛知県同窓会総会が開
催され，総会，記念講演，懇親会
と盛大に行われました。

総会では来賓として大学法人主
事であり水道橋病院病院長である
一戸達也先生，および本部より同
窓会副会長，宮地建夫先生をお迎
えしました。成瀬 健会長の挨拶
では，本部の方針でもある若手の
会を盛り上げ，ますますの活気あ
る会の発展のためとして，愛知県
では若手勉強会を開催したという
大変有意義な事業の報告がありま
した。また，次年度は学術，医療
問題などを柱とし，東京歯科大学
同窓会として歯科界をリードしな
がら歯科医療の王道を歩んでゆき
たい，と述べられました。続い
て，大学よりの説明にて，一戸先

生より変化しつつある大学病院の
現状として，大学移転，水道橋病
院の現在の様子，さいかち坂校舎
竣工，血脇記念ホールについての
説明がありました。また，第１０５
回歯科医師国家試験の結果，合格
率１位との報告に同窓は皆とても
誇らしく，嬉しく感じたようでし
た。本部同窓会からは宮地先生よ
り，大学と同窓会の現状について
お話しされました。同窓会が団結
するためのシンボルとして，血脇
守之助先生をたたえる記念ホール
を同窓の力で支えるんだという意
味も込め，血脇先生イコール同窓
会という表現でご寄付をより多く
の同窓会会員にお願いされまし
た。また，若手会員，女性会員と
の連携を強化して，若手ネット
ワークを立ち上げ充実させていく
という方針を述べられました。

引き続き総会は，議長選出，収

支現計報告や決算報告各部報告が
なされ，議事，協議と，滞りなく
すすめられ総会を終えました。

記念講演会は，「相続よもやま
話」という演題にて講師に税理
士・米国税理士の資格をお持ちに
なられる加藤久豊先生に講師にい
らしていただき，歴史ある東京歯
科大学において関心のある医院の
継承など相続に関する内容を，鋭
い視点でお話しされ，大変ために
なりとても勉強になりました。

最後に会員皆がとても楽しみに
されている懇親会が同会場にて行

支部のうごき
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われ，ご来賓として，愛知県歯科
医師会副会長の花井信浩先生にい
らしていただきました。挨拶とし
て，とても東京歯科に縁のある
花井先生であることから，熱のこ
もった過分なご挨拶をいただき，
和気あいあいとした会が催されま
した。その後も飲み足らず，二次
会にいかれる方がたくさんおられ
たようで，楽しい時間はあっとい
う間に過ぎさりました。最後は，
恒例の校歌斉唱を小関理事の指揮
の下，熱唱にて終わりを迎え，歴
史ある東京歯科大学だからこそ，
時代を超えたご縁でつながり，楽
しい１日を過ごすことができまし
た。 （井上敬介 記）

平成２５年度医療問題講演会・若手
勉強会（共催）

平成２５年４月２１日（日）アパホテ
ル名古屋錦にて，新緑であふれる
名古屋の町の中，少し肌寒さは残
る日曜日の午後，平成２５年度東京
歯科大学愛知県同窓会医療問題講
演会・若手勉強会が共催され，そ
の後の懇親会まで盛大に行われま
した。成瀬 健会長の挨拶では，

本部の方針でもある若手の会を盛
り上げるため，前回の若手勉強会
が大変有意義であったことを踏ま
え，今後も若手の先生方に同窓会
を活気あるものにして戴きたいと
お話しされ，さらに今回は医療問
題講演会として，昭和４９年卒で，
本部同窓会副会長の梅村長生先生
よりお話を戴くが，その豊富な情
報と経験から，大変に有意義な講
演になるであろうと挨拶されまし
た。

次に，若手で活躍する３名の先
生により，ご自分の専門を踏まえ
た発表が行われました。トップ
バッターとして平成２年卒業，豊
川の白岩克規先生から，「難しい
エンド」と題し，東京歯科大学で
の伝統ある治療法から最新の情報
にわたるお話をして戴きました。
次に平成７年卒，半田の静間祐一郎
先生より，「一般開業医が行う小
児の予防矯正」と題し，一般ホー
ムドクターとして地域の子供たち
に必要とされる矯正治療について
これまでの経験をもとにお話しさ
れました。最後に平成１３年卒，中
村区で開業している酒井 聡先生

による「顎関節を考慮した矯正治
療」と題し，顎関節を考慮した専
門性を持った矯正治療の内容で大
変勉強となりました。どの先生も
大学卒業後，地元愛知にてこれま
で日々勉学に取り組んでこられた
姿が大いに伺われました。

医療問題講演会では，梅村長生
先生より「社会保障・税の一体改
革と診療報酬改定」という演題の
お話を戴きましたが，医科と歯科
との違いを例に，医療とは科学で
あり，医科に比べ診断における病
名が歯科医療には少ないのではな
いかとの疑問からはじまり，社会
保障・税の一体改革がなぜ診療報
酬改定と関係があるかということ
についてまで，大変に興味深い内
容でわかりやすく説明があり，勉
強になりました。

最後に毎回会員皆がとても楽し
みにされている懇親会が辻川副会
長の挨拶で始まり，山田幹事の乾
杯の音頭で和気あいあいとした会
が催されました。その中で，今回
入会された平成１９年卒業夫馬吉啓
先生から挨拶がありました。夫馬
先生は東京歯科大学を卒業後，東
京女子医大にてさらに専門性を深
め勉強された先生で今後の若手を
中心とした愛知県同窓会から期待
されております。（井上敬介 記）

支部のうごき
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滋 賀 県 支 部

平成２２年度滋賀県支部総会および
学術講演会開催

東京歯科大学同窓会滋賀県支部
総会が，さる平成２５年２月３日，

「琵琶湖ホテル」にて開催された。
当日は冬晴れの天気であり，総勢
２２名の参加があった。最初に校歌
が斉唱され物故会員に黙祷がささ
げられた。尾松素樹理事が司会を
担当，立木 健副支部長の開会の
辞に続いて北村眞也支部長が挨拶
を述べられた。その後議事に入
り，平成２４年度の事業報告および
会計報告がなされ，引き続き平成
２５年度の事業計画の協議を行い承
認された。また，任期満了に伴う
北村支部長の退任挨拶と，次期支
部長として藤居正博副支部長を推
挙する報告があり，満場一致で承

認された。引き続き，学術講演会
として東京歯科大学衛生学講座主
任教授の松久保 隆先生に「口腔
衛生学の目指すところ～むし歯予
防から口腔ケアまで～」と題した
特別講演を行っていただいた。ま
ず２０１１年に制定された「歯科口腔
保健の推進に関する法律」につい
て詳しい説明があり，昨今の子供
のう歯の減少とその要因について
お話いただいた。また高齢者の残
存歯数の著しい増加に伴う今後の
問題点，課題について話された。
いずれも予防的な検知から積極的
に歯科医院に通う必要性があり，
そのための啓発活動や広報活動を
積極的に進めるように提言され，
講演を締めくくられた。講演のな
かでパーセンタイル曲線を使った

患者説明法やフッ化物応用法，初
期カリエスに対するグラスアイオ
ノマー活用法など明日からの臨床
にも有用な情報を数多くご提供い
ただき，非常に参考になる講演で
あった。休憩を挟んだ後，懇親会
に移った。藤居正太郎先生の乾杯
の発声で宴が始まり，和やかな時
とともに同窓の親睦を深めた。
様々な思い出話に老いは当時を懐
かしみ，若きは当時に思いを馳せ
た。非常に興味深いお話ばかりで
東京歯科大学の伝統の重さに感じ
入った。東京歯科大学のよき伝統
である，年齢を超えた結束力の強
さはまだまだ健在であると実感し
た一日であった。

（戸﨑秀樹・住井浩剛 記）

写真が同窓会ホームページ≪http : //
www. tdc-alumni. jp≫に掲載されて
います。

支部のうごき
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岡 山 県 支 部

平成２５年度支部総会および講演会
開催される

平成２５年度の支部総会は，来賓
に気仙沼市開業の鈴木一雄先生な
らびに母校法歯学教室の花岡洋一
准教授を迎え，２月３日に岡山プ
ラザホテルにて開催された。

総会は佐藤幹事長の司会のもと
１０時より開始した。中西副支部長
の開会の辞に続き，倉田支部長の
挨拶があり，議長に松井一成先生
を選出した。

先ず倉田支部長による本部総会
ならびに評議員会報告では，会員
の高齢化と加えて若手の組織離れ
が危惧されており，それに伴い評
議員数削減・準会員制度・若手ネッ
トワーク事業の推進などの動きが
ある旨報告がなされた。また，井出
学長と懇談の機会を設け，大学の
現状と今後の方向性について直に
伺い，共感を得たとの報告もなさ

れた。
また原 武仁先生より本部同窓

会監事として，本部の運営・改革
状況，現在の大学の状況や大学の
移転ならびに国政選挙に関しての
報告があった。

その後担当幹事から会務報告・
各部報告・資産報告等がなされた。
続いて議事に移り２４年度決算，２５
年度予算案共に了承された。

続いて宮城県気仙沼市開業の
鈴木一雄先生（昭和４８年卒業）の

「東日本大震災に学ぶ」と題して
の講演会が行われた。先生は大震
災当日診療中に凄まじい地震に襲
われ，患者とスタッフの身の安全
を確保した後，目の前に広がる気
仙沼湾に押し寄せる壮絶な津波に
よる被害を克明にビデオとカメラ
の映像に残している。それらを供
覧しながら津波の被害を最小限に
とどめるには，海からの距離でな

く，その場所の標高（海抜）によっ
て決まるので，自分の診療室・自宅
の標高を常に意識して日頃から対
処しておく必要性を強調された。

また今回大被害を受けた宮城県
と全国でも災害が最も少ないと言
われる岡山県の地震保険の料率が
同じであることなど，びっくりす
る様な話も伺った。

自然の大規模災害では，なす術
がないと思われがちだが，最悪の
事態を具体的に想定し事前の準備
をしておくことが，被害を最小に
とどめ身の安全を守る最善の策で
あることを改めて教えられたご講
演であった。

この講演をもって支部総会は終
了し，全員での記念撮影の後部屋
を変え講師を交え懇親会を行い，
和気あいあいのうちお開きとなっ
た。 （渡辺 治 記）

支部のうごき
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三 春 会 昭和６０年卒

平成２５年３月３日（日）ひな祭り
の日，ホテルニューオータニ東京
にて，三春会が開催されました。
今回の開催は，同級生の島村 大
君が今夏の参議院選挙に出馬する
ことになった応援と，昨年末に副
担任であった山根源之先生が中心
となって「NPO 法人口腔がん早
期発見全国ネットワークシステ
ム」を立ち上げられた報告を兼
ね，例会とは異なったイレギュ
ラーな開催でした。

中川路君の司会のもと，久しぶ
りに野間弘康先生の力強いご挨拶
と，変わらずお元気で楽しい根岸
先生のお話と乾杯に続き，あまり

お酒がまわらないうちにというこ
とで，山根先生より，口腔がんの
早期発見・治療のための検診シス
テムの確立やネットワークづく
り，患者さんへのサポートなどの
活動を行う「口腔がん早期発見シ
ステム全国ネットワーク」のお話
をいただきました。

引き続き，島村 大君から，ど

うして国政にチャレンジすること
になったのか???という同級生か
らの素朴な疑問に応えるように，
「歯科界の未来を明るく元気にす
るために，医療現場の声を国政に
届けたい」という心意気を聞き，
同級生で島村君を応援しよう！と
いう相庭君の声掛けや，同窓会渉
外部の委員である宮吉君からは支

クラス会だより

41



百 樹 会 平成２年卒

援のお願いがありました。
それにしても，学生時代，真っ

黒に日焼けして T-シャツに短パ
ン姿だった島村君が，緊張した面
持ちで国会に臨む日が来ること
を，誰が想像していたことでしょ
う…。

日ごろ，○○先生と呼ばれてい
る面々が○○君，○○さん，○○
ちゃん，と呼び合い，美味しいお
料理もそこそこに，近況報告や昔
話に花が咲き，２次会がお開きに
なったのは，最終電車も終わった

ころでした。
今回は，プロカメラマン顔負け

の皆川君が沢山の写真を撮影して
くれました。撮影してくれた集合
写真や色々な写真を同窓会 HP：
クラス会のページに掲載していま
すので，是非ご覧ください。

ひな祭りの日曜日の午後，年度
末のお忙しい時期にも関わらず，
多くの同級生に参加していただ
き，また，急遽，お手伝いをお願
いした皆さん…ありがとうござい
ました。

今年の夏は，皆で万歳三唱が出
来ることを同級生一同，心より期
待しています。（佐々木葉子 記）

平成２５年１月２６日（土）水道橋に
て第６回の百樹会総会および懇親
会が開催された。

総会は１７時３０分より水道橋校舎
１３階ルーム C にて行われ，クラ
ス会の運営や今後の活動に必要な
会費の徴収，大学創立１２０年記念
事業の一環である水道橋移転への
支援等の案件について討議した。
過去の総会ではあまり意見も出る
ことなく，スムーズに議事が進行
していたが，今回は活発な意見の
交換がなされた。

総会後に，第３，４学年次の学

年主任であった井出吉信学長に
「大学の近況」を講演して頂き，
水道橋移転の現状や，卒後２３年経
過して学生気質の違いや大学内の
変化について熱心に聞き入った。
その後改装中の水道橋病院の見学
を行い，懇親会場の東京ドームホ
テル４２F「シリウス」に向かっ
た。

懇親会には，来賓として井出学
長始め，第５，６年次の学年副主
任であった山口秀晴・前歯科矯正
学講座教授，現千葉病院長の髙野
伸夫・口腔外科学教授，第３，４

学年次の学年副主任であった現教
務部長の河田英司・歯科理工学教
授，第１学年 C 組のクラス主任
であった小島 晃元化学教授，第
１学年 A 組のクラス副主任で
あった中島 功・現昭和大学歯学
部講師をお迎えして会員６０余名の
出席のもと，福田謙一君の司会に
より１９時２０分に開会となった。

井出先生，山口先生のご挨拶に
続き，髙野先生による乾杯のご発
声後は，３年ぶりのクラス会とも
あり，久々の再開や旧交を温め合
いながら和やかに進行していっ

クラス会だより
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た。
会の途中で，大学への支援を３０

万円の寄付とする旨総会で決定し
たことから，早速その目録を井出
学長に贈呈した。続いて２年前に
学長に就任された井出先生に，ク
ラス会一同よりお祝いの記念品と
花束の贈呈を行い，また，昨年８
月に解剖学講座・准教授に昇任し
た坂 英樹にクラス会より記念品
が贈呈された。

その後河田先生より大学内での
学生の様子や，小島先生の変わら
ぬ？辛口のコメント，中島先生の
学生時代とは全く雰囲気の違う穏
やかな？ご挨拶を頂き，歓談の花
も満開の中，あっという間に予定
の２時間が経過し，出席者全員で

記念撮影を行いお開きとなった。
今回の出席者（敬称略）。
安部，飯田，森（石川），市之川，

伊藤幸，宇都宮，小川，奥山雅，
柏尾，加納，神原夫妻，喜田，國松，
後藤，小山，坂，酒向，佐塚，小林

（佐藤真），塩﨑，隝田，下尾，安蒜
（下平），白岩，住吉夫妻，野間
（杉山太），杉山日，菅沼，鈴木

裕，清 藤，宝 田，多 胡，三 宅
（中村），糠信，原，祓川，林智，
平岡，平嶺，福田謙，福田直，
福 本，文 野，松 坂，松 﨑，松 澤
稔，松田，溝口，宮下，村山，國府田

（本山），森島，山川，山際，山本
高，吉井，吉野，若尾，渡辺幸，

（準会員：上村，岸田，小林修）。
（坂 英樹 記）

クラス会開催日程

八 紫 会（昭和３５年卒） と き 平成２５年１０月１２日（土）～１４日（月・祭）
ところ 浄土ヶ浜パークホテル・ホテル志戸平

１２ 期 会（昭和３９年卒） と き 平成２５年１０月１８日（金）～２０日（日）
ところ 東京 エドモンドホテル 飯田橋ほか

踏 志 会（昭和４１年卒） と き 平成２５年１０月１９日（土）～２０日（日）
ところ ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテル

シ チ ヤ 会（昭和４８年卒） と き 平成２５年９月７日（土）
ところ 東京 帝国ホテル

寄付目録贈呈 記念品贈呈

クラス会だより
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３月
１） 理事会
３月２３日（土） 第２回理事会
２） 委員会
３月１日（金） 新進会員のつどい運営委員会

４日（月） 事業推進部学術委員会（研究部）
５日（火） 広報部広報委員会
５日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１１日（月） 会員管理システム検討委員会
１１日（月） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１２日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１３日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１５日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１８日（月） 同窓会・会務運営協議会
２１日（木） 事業推進部学術委員会（プログラム

委員会）
２２日（金） 同窓会創立１２０周年記念事業準備委

員会
２６日（火） 会務検討特別委員会
２６日（火） 事業推進部学術委員会（企画会議）
２８日（木） 事業推進部保険委員会
２８日（木） 事業推進部学術委員会（運営委員会）

３） 出張
３月２日（土） 青森県支部総会 矢﨑会長出席

学術講演会 講師・石原和幸教授
（母校）

８日（金） 東京歯科大学歯科衛生士専門学校卒
業証書授与式 佐瀬副会長出席

９日（土） 群馬県支部総会 髙橋専務理事出席
１３日（水） 杉並支部学術講演会 講師・齋藤

淳教授（母校）
１５日（金） 第１１８回東京歯科大学卒業証書・学

位記授与式 宮地副会長出席
１５日（金） 大学院修了式 宮地副会長出席
１５日（金） 第１１８期卒業生主催謝恩会

矢﨑会長出席
２３日（土） 日歯連盟「石井みどり中央後援会」

顧問会議
梅村副会長，佐々木常任理事出席

３０日（土） 北海道地域支部連合会支部長会・臨時
総会 髙橋専務理事，佐藤理事出席

４） 事業
３月１４日（木） 新入会員オリエンテーション

１４日（木） 東歯関係日歯役員・代議員，都道府
県歯会長と同窓会役員との懇談会懇
親会

１８日（月） 水道橋病院臨床研修歯科医修了者オ
リエンテーション

２５日（月） 千葉病院臨床研修歯科医修了者オリ
エンテーション

２６日（火） 市川総合病院臨床研修歯科医修了者
オリエンテーション

４月
１） 理事会
４月１７日（水） 第２回常任理事会
２） 委員会
４月１日（月） 事業推進部学術委員会（運営委員会）

３日（水） 事業推進部（企画会議）
４日（木） 新進会員のつどい運営委員会
１０日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１０日（水） 広報部広報委員会
１１日（木） 事業推進部学術委員会（研究部）
１１日（木） 総務関係打合せ
１２日（金） 事業推進部若手ネットワーク委員会
１３日（土） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１５日（月） 事業推進部学術委員会（事業検討委

員会）
１６日（火） 同窓会創立１２０周年記念事業準備委

員会
１６日（火） 新進会員のつどい講師打合せ
１７日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１８日（木） 総務・厚生部厚生委員会
１９日（金） 同窓会・会務運営協議会
１９日（金） 事業推進部学術委員会（プログラム

委員会）
２２日（月） 会員管理システム検討委員会
２２日（月） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２３日（火） 事業推進部学術委員会（企画会議）

庶 務 日 誌
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２４日（水） 新進会員のつどい運営委員会
２５日（木） 会務検討特別委員会
２５日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
２６日（金） 事業推進部保健委員会
２６日（金） 渉外部渉外委員会

３） 出張
４月４日（木） 東京歯科大学歯科衛生士専門学校入

学式 矢﨑会長出席
５日（金） 東京歯科大学入学式 矢﨑会長出席
８日（月） 東京歯科大学大学院入学式

矢﨑会長出席
１０日（水） 東京地域支部連合会支部長会

矢﨑会長出席
１３日（土） 山形県支部総会 梅村副会長出席

学術講演会 講師・矢島安朝教授
（母校）

１３日（土） 宮城県支部総会 浮地副会長出席
学術講演会 講師・齋藤 淳教授
（母校）

１３日（土） 横浜西部支部総会
加藤木副会長出席

１４日（日） 全国歯科大学同窓・校友会学術担当
者連絡会準備会 牧野委員出席

１８日（木） 全国歯科大学同窓会・校友会主催
「石井みどり支援総決起大会」幹事
校会議 佐々木常任理事出席

２５日（木） 東京歯科大学水道橋キャンパス竣工
関連行事事前打合せ会

矢﨑会長，宮地副会長，
髙橋専務理事出席

２７日（土） 大分県支部総会 宮地副会長出席
学術講演会 講師・宮地建夫先生
（東京都開業）

４） 事業
４月１４日（日） TDC 卒後研修セミナー２０１３ 卒研セ

ミナー№１ディスカッションセミ
ナー「最初に診ること，ずっと診る
こと」～臨床記録の重要性を理解し
よう！～

５月
１） 理事会
５月２５日（土） 第３回理事会

２） 委員会
５月１日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）

７日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
８日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１０日（金） 新進会員のつどい運営委員会
１０日（金） 広報部広報委員会
１０日（金） 事業推進部学術委員会（研究部）
１３日（月） 事業推進部学術委員会（プログラム

委員会）
１４日（火） 事業推進部学術委員会（研究委員会B）
１４日（火） 総務関係打合せ
１５日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１５日（水） 会務検討特別委員会
２０日（月） 会員管理システム検討委員会
２０日（月） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２１日（火） 事業推進部学術委員会（研究委員会B）
２１日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２３日（木） 総務・厚生部厚生委員会
２７日（月） 同窓会・会務運営協議会
２７日（月） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２８日（火） 事業推進部学術委員会（企画会議）
３０日（木） 事業推進部保険委員会

３） 出張
５月１１日（土） 四国地域支部連合会支部長会・総会

（香川県支部担当）
矢﨑会長，佐瀬副会長，
久保田理事出席

学術講演会 講師・鈴木一雄先生
（宮城県開業）

１８日（土） 秋田県支部総会 矢﨑会長出席
学術講演会 講師・水口 清教授
（母校）

２５日（土） 福島県支部総会 佐瀬副会長出席
学術講演会 講師・片倉 朗教授
（母校）

２６日（日） 全国歯科大学同窓会・校友会主催
「石井みどり支援総決起大会」

矢﨑会長出席
４） 事業
５月１６日（木） TDC 卒後研修セミナー２０１３ 卒研セ

ミナー№２イブニングセミナー「今
日からはじめる こだわりの補綴」

庶 務 日 誌
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～補綴物に現れる基本の重要性～
５） 監査会
５月３０日（水） 監査会
６月
１） 理事会
６月２６日（水） 第３回常任理事会
２） 委員会
６月３日（月） 事業推進部（企画会議）

３日（月） 事業推進部学術委員会（研究部）
７日（金） 事業推進部学術委員会（事業検討部）
８日（土） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１０日（月） 広報部広報委員会
１２日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１３日（木） 事業推進部学術委員会（プログラム

委員会）
１３日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
１４日（金） 同窓会創立１２０周年記念事業準備委

員会
２１日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２４日（月） 同窓会・会務運営協議会
２５日（火） 事業推進部学術委員会（企画会議）
２８日（金） 事業推進部若手ネットワーク委員会

３） 出張
６月１日（土） 中国地域支部連合会支部長会・総会

（鳥取県支部担当） 矢﨑会長，財部
常任理事，小徳理事，原監事出席
学術講演会 講師・丸森英史先生

（神奈川県開業）
４日（火） 大学との懇談会

矢﨑会長，他役員出席
９日（日） 神奈川県支部連合同窓会学術講演会

講師・宝田恭子先生（東京都開業）
１２日（水） 渋谷支部総会 浮地副会長出席
２２日（土） 東北地域支部連合会支部長会・総会

（山形県支部担当） 矢﨑会長，臼井
常任理事，高橋理事出席
学術講演会 講師・齋藤 淳教授
（母校）

２２日（土） 九州地域支部連合会支部長会（鹿児
島県支部担当）

髙橋専務理事，田部理事出席
２７日（木） 東京地域支部連合会主催都歯関係東

歯同窓懇談会 矢﨑会長出席
２９日（土） 新潟県支部総会 矢﨑会長出席

学術講演会 講師・齋藤 淳教授
（母校）

４） 事業
６月９日（日） TDC 卒後研修セミナー２０１３ 卒研セ

ミナー№３実習セミナー「ゼロから
学ぶセファロトレーシングと症例分
析」

２０日（木） 東歯関係日歯役員・代議員，都道府
県歯会長と同窓会役員との懇談会懇
親会

２２日（土） TDC 卒後研修セミナー２０１３ インプ
ラントの極意４日間コース①

２３日（日） TDC 卒後研修セミナー２０１３ インプ
ラントの極意４日間コース②

逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）

●昭 ２７ 卒 間 野 直 樹（８２歳） 神奈川県横浜市 ２４．３．２
●昭 ４３ 卒 山 下 佐 命（７５歳） 鹿児島県 ２３．１２．１８
●昭 １９．９ 卒 市 川 重 彦（８９歳） 千葉県市川市 ２５．３．４
●昭 ３６ 卒 斉 藤 郁 郎（７６歳） 北海道苫小牧市 ２５．３．７
●昭 １４ 卒 武 安 正 嘉（９６歳） 群馬県邑楽郡 ２５．３．７
●推 薦 会 員 谷 崎 幸 夫（９６歳） 三重県志摩市 ２５．３．３
●昭 ４６ 卒 水 沼 等（６５歳） 千葉県佐倉市 ２４．５．２９
●昭 ２３ 卒 中 村 順 一（８７歳） 東京都練馬区 ２５．３．１５
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去る１月２９日
帰宅後に彼の突
然の訃報を聞い
て以来，私たち
は茫然自失，そ
の日から今日ま

でその喪失感が続いています。私
たちは野村 仰君の結婚式での再
会をきっかけに３年前から仲の良
い同級生６人で定期的に食事会を
していました。昨年１１月２９日に宇
野澤君の幹事で食事会を行いまし
た。この時の彼はいつもと変わら
ず元気に飲んで食べて大いに会を
盛り上げてくれました。会の後
「皆，どこの駅から帰るの」と仲
間を気遣う彼の優しい言葉が私た

ちにとって最後の声となってしま
いました。宇野澤君は卒業後は
口腔外科学講座に在籍し顎関節の
研究で学位を取得されました。そ
の後は UCLA でインプラントの
第一人者に師事し研鑚を積み，帰
国後はインプラントの臨床，講習
会で活躍されていました。私たち
が日常臨床で口腔外科の問題を
宇野澤君に相談すると，いつもす
ぐに丁寧で明確なアドバイスをく
れ，本当に助けられました。彼自
身で解決できない時は，口腔外科
で活躍されてる教授の先生に相談
してくれました。彼は学生時代か
らとても優秀で優しく，そして格
好良く，誰からも愛され信頼され

る人でした。その人柄は今日まで
ずっと変わりませんでした。

これからさらなる発展を期待さ
れていた時期に一番無念なのは
宇野澤君自身ですよね。私たちに
とって彼と過ごした時間の全てが
大切な財産です。彼は一生私たち
の心の中で生き続けてくれると思
います。
「うの，いつも笑顔で優しく仲間

を応援してくれてありがとう。こ
れからも天から私たちを応援して
いてね」。心よりご冥福をお祈り
申し上げます。 合掌
（昭和６３年卒・赤真圭子，片倉
孝子，高橋治好，中村泰規，沼澤
孝典，延島ひろみ，野村 仰 記）

●昭 ３８ 卒 長 束 三千雄（７５歳） 神奈川県藤沢市 ２５．３．１９
●昭 ３４ 卒 水 口 晃 夫（７８歳） 神奈川県横浜市 ２４．１２．１９
●昭 ２２ 卒 舩 坂 豊（８９歳） 東京都台東区 ２５．３．２６
●昭 ２７ 卒 湯 口 聰（８４歳） 愛知県西尾市 ２５．３．２７
●昭 ３６ 卒 柳 義 文（７８歳） 北海道滝川市 ２５．３．２９
●昭 １３ 卒 新 井 清（９９歳） 茨城県常総市 ２５．３．２７
●昭 ２８ 卒 田 口 真 也（８４歳） 東京都大田区 ２５．３．３１
●昭 ２０．９ 卒 高 石 一 秀（８８歳） 福岡県みやま市 ２５．３．３１
●昭 ３５ 卒 宍 倉 潤 子（７７歳） 千葉県四街道市 ２５．３．２９
●昭 １５ 卒 坂 本 豊 美（９５歳） 静岡県静岡市 ２５．４．１
●昭 ５６ 卒 岡 田 孝 枝（５６歳） 千葉県成田市 ２５．２．１４
●昭 ５６ 卒 三 輪 裕 二（５８歳） 東京都世田谷区 ２５．３．２９
●平 １２ 卒 山 本 みちる（３７歳） 大分県大分市 ２５．４．６
●昭 ２２ 卒 大 杉 三 郎（８８歳） 東京都大田区 ２５．１．２６
●昭 ２６ 卒 横 井 隆 一（８３歳） 東京都大田区 ２５．４．２３
●昭 １７．９ 卒 長谷川 正 康（９２歳） 東京都文京区 ２５．４．２７
●昭 ３２ 卒 今 西 孝 博（８０歳） 東京都新宿区 ２５．４．２８
●昭 ２７ 卒 北 野 晋 一（８２歳） 三重県松阪市 ２５．４．２５
●昭 ２４ 卒 佐 藤 正（８６歳） 神奈川県横浜市 ２５．４．２２
●昭 ２０．９ 卒 正 岡 寿（８９歳） 栃木県宇都宮市 ２５．４．２７
●昭 ４１ 卒 河 野 雅 光（７２歳） 宮崎県児湯郡 ２５．５．１１
●昭 ２７ 卒 橋 口 綽 徳（８２歳） 東京都新宿区 ２５．５．１５
●昭 ２４ 卒 赤 松 英 一（８７歳） 東京都目黒区 ２５．５．１０
●昭 ２０．９ 卒 鮎 瀬 洋 一（９０歳） 栃木県那須塩原市 ２５．５．１９
●昭 ３１ 卒 鬼久保 小百合（８１歳） 東京都台東区 ２５．６．１

宇野澤秀樹君を偲んで「うのありがとう」 新葉会（昭和６３年卒）

逝 去 会 員

追 悼
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◆投 稿 規 定

⑴ 原稿締め切り
原稿の締め切りは，発行前月の１０日までとし，
原則として締め切り翌月発行の会報に掲載いた
します。

⑵ 投 稿 様 式
投稿は原稿用紙に横書きとし，便箋などの使用
はご遠慮下さい。ワープロ等電子機器使用の場
合は１行１５字で設定して下さい。写真はピント
のあったものを，大きいサイズ（２L など）で
集合写真のみでなく，スナップなども添えて下
さい。

⑶ ご投稿いただいた原稿は原則として原文のまま
掲載いたします。ただし，紙面の都合により加
筆削除等お願いすることがありますので，ご了
承下さい。なお，掲載については委員会にご一
任いただきます。

⑷ 写真等の返却
写真等は，原則として返却いたしませんが，特
に貴重な写真の場合は，その旨書き添えて下さ
れば返却いたします。写真は同窓会ホームペー
ジにも掲載されることがあります。

※平成２４年度より，偶数月発行から年間５回（２，６，８，１０，１２月）の発行になりました。

電子メールでの投稿は同窓会ホームページ
http : //www.tdc-alumni.jp/membersonly/kouhoubu.php をご覧下さい。

⑸ 投 稿 字 数

投稿欄 内容 文字数，備考

追悼 故人の追悼文 ６００字程度でお願いしています。

すいどうばし
いなげ

随想，詩，短歌，
時評など

１編１，７００字程度（１ページ）。投稿者本人にしか解らない思い入れ
や，取り止めのない随筆はご遠慮いただき，出来るだけ大学や同窓
会に縁（ゆかり）あるものが望ましい。

支部のうごき
クラス会だより

１ページ１，７００字程度（１ページ以内でお願いします）
写真が入る場合下記を参考に文字数を減らしてください。
全員の集合写真は７２０字に相当，会場風景や大勢のスナップ写真は
３６０字相当，数人のスナップ写真は１２０字相当で掲載します。
尚，同窓会ホームページよりひな型をダウンロードできますのでご
利用下さい。

投稿送付書 郵送で投稿の方は下記送付書に内容を記載し，同封をお願いします。

お名前（漢字） フリガナ 所属支部 支部

卒業年数（どれか１つ） （昭和・平成・西暦） 年卒 ／ 期卒

住所（自宅・勤務先） 〒

電話番号（自宅・連絡先） － － FAX 番号 － －

投稿先
□に�印チェック

同窓会会報 □カラーグラビア □追悼 □支部のうごき
□ふるさと自慢 □すいどうばし □いなげ
□クラス会だより □OB，グループ・サークル

貼付写真枚数 枚

その他ご希望 （例 写真の順番・重要度など）
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厚生委員会は６名の委員と２名の協力
委員の計８名で構成されています。現
在，共済金制度の見直しと緊急時代診
制度についての協議が中心となってお
ります。特に共済金制度に関しまして
は，平成１７年に保険業法案の成立によ
り，同窓会共済金制度の見直しを余儀
なくされ，平成２０年の評議員会で共済
規定が改定され，現行の共済金制度に
移行致しました。そして，その際に５
年後に見直しする事を条件としており
ました。その５年後というのが今年の
評議員会であります。そこで現在１．
現状維持 ２．規定の一部変更 ３．
廃止について委員会の中で激論を戦い
合わせ検討している最中であります。
是非先生方のご意見，ご指導を頂けましたら幸いでございます。今後も同窓の先生方のお役に立てます事業を検
討して参る所存でございます。 厚生委員会委員長 西山 潔

昨年度より，若手会員への支援を目
的に若手ネットワーク委員会が立ち上
げられ活動しております。若手同窓向
けに学術・保険・情報に関する無料セ
ミナー開催や同期会（クラス会）開催
の支援から若手会員同士の連携がとれ
るようなサポートを行っております。
また，若手同窓からの質問，診療所見
学，開業，歯科医師会入会等の情報が
得られるように，全国に若手ネット
ワーク担当者を設置し準備しておりま
す。ホームページや同窓会報から順次
ご案内していきますので，よろしくお
願いします。

会員から同窓会に要望すること期待
するものの実現に向けて，その橋渡し
となれればと思っております。ご覧の通り，担当髙野常任理事をはじめ女性の多い委員会で構成されておりま
す。女性ならではの視点から若い同窓を交えた新しい同窓会になれるような事業を企画して参ります。

若手会員にとって同窓会が身近なものに感じられるよう，委員一同，本部理事共に頑張っていきたいと思って
おります。 若手ネットワーク委員会委員長 木暮隆司

いいんかいしょうかい

いいんかいしょうかい
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◆へんしゅうこうき ★ ６月は地球が受ける太陽エネルギー量が年間を通じて最も多くなり，地球が
熱いパワーを蓄える時期である。太陽からの受熱量は夏至の頃最大となり，受
熱量と放熱量とのバランスによって，夏至からおよそひと月後に１年中で最も
暑い季節を迎える。美しい日本列島の四季のなかでも，梅雨時の不安定な天候
もまた格別の趣がある。雨に濡れた柿の葉は薄墨色の空に鮮やかに浮かび上が
り，水滴を載せた紫陽花はしっとりとして大気を潤す。一方，梅雨の晴れ間の
日射しはとても爽やかで，特に夕刻の太陽の輝きは残暑の頃のギラギラした西
日と違って清々しく，新緑に映えてとても美しい。

★ 私の住む横浜は野口英世ゆかりの地である。医学者への志を得た２２歳の野口
英世は横浜港検疫所に検疫医官補として検疫業務を行い，横浜港に入港する船
からペスト患者を発見するなどの功績を挙げた。ここでの業績が評価され，悲
願だった留学のチャンスを掴む。そして出発に際し血脇先生から「世の中は
…」の歌を贈られたことはあまりにも有名である。横浜には今なお，国内で唯
一，博士ゆかりの研究施設として旧細菌検査室が現存している。

★ さて５月から６月にかけて，横浜はちょっとした野口英世ブームであった。
横浜で開催された第５回アフリカ開発会議を中心に，６月はアフリカ月間とし
ていろいろな催しが開かれ，医療関係では第２回野口英世アフリカ賞の授与が
行われた。同賞は小泉内閣時代に日本政府が創設した「アフリカに関する医学
研究及び医療活動を顕彰」することを目的とした国際賞で，賞の名の由来は黄
熱病の研究のため，アクラで客死した野口の偉業に因ることは勿論である。

★ 同賞に関連して横浜では，みなとみらい地区を中心に，「野口英世と北里
柴三郎展」，「野口英世記念展と猪苗代物産展」など野口英世に関する催しが目
白押しであった。白眉は母校名誉教授高添一郎先生による「野口英世の志」と
題した記念講演会であった。久しぶりでお見かけした先生は昔日の面影を全く
失わず，矍鑠とした姿で博士の生きざまを１時間半に亘って情熱的に語られ，
一般聴衆を英世の世界に引き込んだ。野口英世の語り部として，末長くご健勝
であられることをお祈りする。

★ 一方全国的な展開としては，アフリカ賞を記念して，日本郵便から野口英世
の記念切手が発行された。図柄は，「肖像＋愛用の顕微鏡・母シカの手紙」
と，「肖像＋愛用の地球儀」の２種類で，１０枚組みの記念シートの余白部分に
は，自作の絵画「カンゾウの花」が挿画されている。野口英世は現在まで数次
に及んで切手の題材になるに留まらず，ガーナやエクアドルの切手にも登場す
るなど，国際人としての面目躍如たるところを今に伝える。

★ さて，いよいよ迫った大学の水道橋移転。新館校舎（仮称）は躯体がほぼ完成
し，三崎町の一角にその偉容を現した。内装も進み，順調に仕上がり段階を迎
えている。母校は６月の日本列島のように，教職員，学生，父兄，同窓，大学
を取り巻く全ての関係者から熱烈なエネルギーとパワーを受けて蓄え，満を持
して移転に臨む。

私たちのシンボルともいうべき新血脇記念ホールも完成間近である。同窓の
思いの結実した立派な新血脇記念ホールの完成を，泉下の血脇先生も心待ちに
しているに違いない。 （渡邊宇一 記）

広報部広報委員会
委 員 長 臼田 準
副委員長 福井 雅之

山口 雅史
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